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全国小学生陸上競技交流大会で優勝した岩渕翔愛さんのダッシュ！
 詳しくは裏表紙に掲載しています。



　芦屋港は、昭和 61 年、芦屋海岸に物流と漁業の地域拠点機能を担った港として、
福岡県により整備されました。
　当初は、筑豊地域などからの物流基地としての機能が期待されていましたが、
現在は、砂や砂利の移出入のみの利用となっており、期待される機能を十分に発
揮できていない状況です。
　しかし、芦屋港は広大な敷地面積を有し、緑地帯もあり、芦屋海浜公園に隣接
していることなどから、観光レジャーとしての活用が期待できます。
　このため、芦屋町の観光振興、地方創生の推進に寄与することを目指して「芦
屋港レジャー港化」の事業を進めています。

▽ �問い合わせ　芦屋港活性化推進室（☎２２３‐３５５０）

芦屋港レジャー港化の芦屋港レジャー港化の
進捗状況進捗状況

　芦屋港レジャー港化は、平成 21 年から港湾の管理者である福岡県に、整備に関す
る要望を開始し、今日まで協議を続けています。
　平成 27 年度には、国土交通省、福岡県、芦屋町による協議を行い、福岡県による
芦屋港の将来像を検討する調査が行われました。同時に、芦屋町議会では、「芦屋港湾
活性化特別委員会」が設置され、芦屋町議会による調査研究も行われました。
　平成 29 年度には、有識者や国土交通省、福岡県、芦屋町議会議員、芦屋町商工会、
芦屋町観光協会など 20 人程度で構成する「芦屋港活性化推進委員会」を設置し、現
在も調査・審議を進めています。
　平成 30 年度には、芦屋町の組織機構を改め、「芦屋港活性化推進室」を新設し、レ
ジャー港化の指針となる「芦屋港活性化基本計画」を策定し、その計画に沿って事業
を推進しています。
　令和２年度には、砂運搬などを行う物流機能が移転し、それに伴いボートパークや
海釣り施設の場所を変更するため「芦屋港活性化基本計画・第 1 回変更計画書」を策
定しました。
　令和３年度には、福岡県による海釣施設の設計や波除堤製作工事などが始まりました。
　令和４年度には、外部人材を登用し、レジャー港の管理運営組織設立支援や飲食直
売機能導入などに向け、事業を進めています。
　現在も、港湾管理者である福岡県をはじめとする関係者と協議を行い、令和 8 年度
開業に向けて事業を進めています。

主な経緯

芦屋港レジャー港化の
進捗状況
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整備予定の各施設

②ボートパーク

⑥緑地帯

① 海釣り施設

Ⓟ

Ⓟ

①海釣り施設（福岡県事業）
　�　海釣り施設の土台となる波除堤を製作しており、令和 6 年度から波除堤を海に設置し

ていきます。
②ボートパーク（福岡県事業）
　　約 170 隻の係留可能な浮桟橋を設置します。運用方法などを福岡県と協議しています。
③駐車場
　　整備方法などを関係機関と協議中です。
④複合施設（飲食・直売施設、サイクルステーション含む）
　　１号上屋の整備方法などを関係機関と協議中です。
⑤砂像屋内展示施設
　　建築を取りやめ、敷地の活用方法を再検討していきます。
⑥緑地帯
　　福岡県による設計が令和 5 年度から始まります。

　�　①海釣り施設と②ボートパークの開業時期は、広報あしや令和４年８月号で「令和７
年春の開業に向けて、３年度から福岡県による工事が一部はじまっています」とお知ら
せしていました。しかし、福岡県による整備完了後、海難事故を想定した救助訓練、緊
急時の安全対策の実施などの準備期間が必要なため、令和８年度に開業することになり
ました。

　�　また、ボートパークへの係留募集時期や施設使用料など詳しい運用方法は、現在検討
中です。決まり次第、広報あしやでお知らせします。

　令和８年度開業に向けて、芦屋港における各施設の整備状況をお知らせします。

⑤砂像屋内展示施設

④�複合施設（飲食・直売施設、
サイクルステーション）

③駐車場

③駐車場

緑地帯

緑地帯

芦屋海水浴場

漁協エリア

物流ゾーン

令和８年開業予定
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　芦屋町の観光の課題として、訪れた観光客に満足して帰ってもらうこと、町内で消費してもら
う仕組みづくり、冬期の来訪者促進、観光客数全体の増加などがあり、こうした観光の課題に町
全体で取り組むことが望まれています。また、レジャー港化された芦屋港と芦屋海浜公園を一体
的に管理運営していく新たな組織が必要となってきます。
　これらの課題を解決するため、新たな組織として、観光地域づくり法人（DMO）の設立を予
定しています。DMO は次のような役割を担います。

•	 地域の「稼ぐ力」を引き出すこと
•	 地域経営の視点に立った観光地域づくりの司令塔として観光地域づくりの方針や戦略を策

定・実施すること
•	 地域の関係者と協力するための調整機能　

　DMO の設立にあたっては、外部から登用した人材である磯村 康志さん、波多腰 太さんの２
人を中心に、芦屋町観光協会と連携し、町内の関係団体や民間事業者などの意見を踏まえながら、
管理運営に関する事業計画を策定しています。

観光地域づくり法人（DMO）が管理・運営

　平成 31 年３月に作成した芦屋港活性化基本計画で掲げた全天候型施設の活用方法を、令和３
年度に「砂像屋内常設展示施設」とすることを決定し、令和４年 10 月から施設の設計を行って
きました。
　来場者に満足してもらえる施設となるよう検討を行ってきましたが、当初の設計よりもトイレ
やエントランスなどの共用部分の増築が必要となり延床面積が大幅に増加したこと、建築資材の
高騰などにより建築概算工事費が増大する見込みとなりました。
　このため、町で協議を重ねた結果、建築費用が予定していた町の負担額を大幅に超えており、
町民の皆さまの理解を得られないと判断し、苦渋の決断ではありますが、建築を取りやめること
にしました。
　町民の皆さまには、この時期になって計画変更することを心よりおわび申し上げます。
　なお、砂像屋内展示施設の建築予定であった土地の活用方法は、今後あらためて検討していく
予定です。方針が決まり次第、皆さまに報告させていただきます。

砂像屋内展示施設の建築を取りやめ、再検討

施設名【実施主体】 ／年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

ボートパーク� 【福岡県】 設計 工事 開業準備 開業

海釣り施設� 【福岡県】 工事 開業準備 開業

全天候型施設、広場� 【芦屋町】 開業

複合施設（上屋活用など）
（飲食店・直売所含む）�【協議中】 設計 工事 開業

プロムナード、緑地帯�【協議中】 設計 工事 開業

今後のスケジュール

整備のスケジュールは社会経済環境の変化や関係者協議の進捗、財源確保などの要因から変更となる場合があります。

整備再検討
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芦屋町

　これまでは公式アカウントに登録した
「友だち」の皆さんに全ての情報を一斉
に配信していましたが、11 月 1 日からは、
友だちの皆さんが欲しい情報を 13 種類
の分野から選べるようになりました。
■問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

便利になった LINE を
使って欲しいっちゃ！

芦屋町 LINE 公式アカウントに登録しよう！
～情報配信の仕方が変わります～

■選べる 13種類の分野
■ 防災・安全 ■ 健康

■ 防犯 ■ 子育て

■ 交通 ■ 高齢者

■ 環境・ごみ ■ 障がい者

■ 観光 ■ 広報あしや

■ イベント・講座 ■ その他のお知らせ

■ 税・保険・年金

■配信情報の拡大
　�　これまでは配信していなかったイ
ベントや講座の情報も配信していき
ます。情報が多いと感じる場合は欲
しい情報だけを選んでください。

■受信設定の方法
　①「受信設定」をタップ

　※�画面のデザイン
は変更する場合
があります。

　
　※�受信設定は何度でも変更することができます。
　②�「受信したい項目」にチェックを入れる
　※�全ての情報を受信する場合は、全ての項目にチェ
ックを入れてください。

　③�「利用者の基本情報」（お住いの地域、性別、年代）
にチェックを入れる

　④「送信」をする

芦屋町公式LINE
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【用語の説明】
●自主財源
　�町が自主的に収入できる財源
●依存財源
　�国や県の基準により交付され、自主的に収入できない財源

●地方交付税
　�全ての地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供で

きるよう、国から配分されるお金
●町債
　�町が国や銀行から借り入れるお金

【令和4年度一般会計の歳入歳出決算の概要】
　令和４年度の一般会計の決算額は歳入歳出ともに増加し、歳入総額は 3 億 8257 万円増加の 97 億 480 万円、歳
出総額は 3 億 1152 万円増加の 92 億 7499 万円になりました。

　■歳入決算額の構成
　�　歳入額を財源別にみると、町税や使用料・手数料などの自主財源が総額の 41.4％、地方交付税や国庫支出

金などの依存財源が 58.6％です。
　■歳入の主な増減
　�　新型コロナウイルスワクチン接種などの新型コロナウイルス感染症関連補助金や地域情報伝達システム整

備に係る補助金の減少により、国庫支出金が 3 億 4450 万円減少し、新型コロナウイルス感染症に対応する
町独自支援策を実施するために基金を取り崩したことにより、繰入金が 5 億 4293 万円増加しました。

歳入歳入

町税
12億3180万円

その他
15億9904万円

地方交付税
25億9369万円

国庫支出金
16億6844万円 ● ●

歳出歳出

0 20 40 60 80 100

R3 歳出
①①
②②
③③
④④

土木費
8億
1818万円

民生費
26億 7161万円

総務費
23億 1157万円

教育費
７億
3672万円

公債費
９億
2522万円

衛生費
8億
4286万円

【自主財源内、その他の内訳】　諸収入13億 3817万円
（うち、モーターボート競走事業収入 11億 500万円）、
寄付金 1億 2448 万円、繰越金 8084 万円、財産収入
2975万円、分担金・負担金 2580万円

【依存財源内、その他の内訳】　地方譲与税 3455 万円、
法人事業税交付金2011万円、地方特例交付金1159万円、
配当割交付金 697万円、株式等譲渡所得割交付金 578万
円、環境性能割交付金 505万円、利子割交付金 44万円

　　

▼問い合わせ　財政係（☎２２３‐３５７８）

まちまちのの家計簿家計簿
令和４年度一般会計決算

歳入

歳出

歳入

歳出

●

地方消費税交付金
３億 1777万円

県支出金
４億 2039万円

●

使用料ほか
１億9610万円

その他
8449万円

①消防費  ２億7636万円、②農林水産業費  １億1180万円、
③議会費  １億 163万円、④諸支出金  8461 万円

未来へ、安定・堅実な財政運営を推進します

⑥

0 200000 400000 600000 800000 1000000

R3

0 20 40 60 80 100

自主財源 41.4％ 依存財源 58.6％

●

繰入金
9億8875万円

●

町債
6億 433万円

商工費
3億
9443万円

まちの家計簿
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●自治区活性化事業交付金� 700 万円

●ボランティア活動センター事業� 520 万円

　　住民とともに進めるまちづくり１

●小中学校情報機器（ＩＣＴ）活用事業� 6929 万円

●子ども医療費助成金� 5637 万円

●学校給食費負担軽減事業� 1930 万円

●小中一貫教育事業� 1450 万円

●小中学校・高校生等通学費補助金� 919 万円

●新婚 ･子育て世帯

　民間賃貸住宅家賃補助金� 530 万円

●出産祝金� 660 万円

　　子どもがのびのびと育つまちづくり３

  令和４年度の主な事業令和４年度の主な事業
　第６次総合振興計画前期基本計画に基づき、
取り組んだ内容を紹介します。

ま
ち
の
家
計
簿

⑦

　　安全で安心して暮らせるまちづくり２
●第１分団消防ポンプ自動車購入� 2519 万円

●老朽危険家屋等解体補助金� 1610 万円

●消費者生活相談事業� 490万円

●高齢者運転免許証返納者支援事業� 53 万円

●防犯カメラ設置補助金� 23万円

第１分団消防ポンプ自動車

自治区活性化事業（第二緑ヶ丘夏まつり）

消費者生活相談

ＩＣＴを使った授業風景

出産祝金

 令和４年度の主な事業

広報あしや　2023.11



ま
ち
の
家
計
簿

●老人憩の家運営事業� 2648 万円

●巡回バス運行事業� 2306 万円

　　いきいきと暮らせる笑顔のまちづくり４

　　活力ある産業を育むまちづくり５

●芦屋港活性化推進事業　� 7804 万円

●あしや砂像展実行委員会補助金　� 3365 万円

●柏原漁港機能保全事業　� 2576 万円

●あしや花火大会実行委員会補助金　� 1884 万円

●創業促進支援事業補助金� 932 万円

●空き店舗等活用事業補助金� 244 万円

●さわらサミット実行委員会補助金� 94 万円

　　環境にやさしく、快適なまちづくり６

●タウンバス運行事業� 9689 万円

●緑ヶ丘団地整備事業� 　4330万円

●定住促進奨励金� 857 万円

⑧

●芦屋釜の里運営事業� 3590 万円

●図書館運営事業� 2439万円

　　心豊かな人が育つまちづくり７

老人憩の家

巡回バス

柏原漁港

あしや花火大会

タウンバス

芦屋釜の里
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一般財源

19%

[億円] ２０ ４０ ６０ ８０

その他
交付税措置額

13% 68%

実際の

町の負担

実質的な

負担は なし

町債残高は約 86億円　　実際の町の負担は約 17億円
　町債とは町の借金のことですが、一般的な借金とは違い「交付税措置（※ 1）」という
助成ルールがあります。
　令和４年度の町債残高を見ると、約 68％は普通交付税で措置されており、一般財源で
返済するのは約 19％で、額にすると約 17 億円です。令和４年度は芦屋釜の里収蔵展示
施設改修事業などのため町債を借り入れましたが、借入額以上に返済額が多かったため残
高が減少しました。

町
債
（
借
金
）

令和４年度 令和３年度 対前年度増減
町債残高 86億 4494万円 89億 4624万円 ▲ 3億 130万円
 交付税措置額 59億 1180万円 61億 3034万円 ▲ 2億 1854万円
 その他 10億 7855万円 11億 5298万円 ▲ 7443万円
 一般財源（※ 2） 16億 5459万円 16億 6292万円 ▲ 833万円

ま
ち
の
家
計
簿

基金残高は約 49億円
　町の貯金である基金は、財源不足への対応や特定の事業を実施するために積み立てている
ものです。
　令和４年度は、ふるさと納税による寄付金の増額に加え、新型コロナウイルス感染症など
の不測の事態に対応できるよう、モーターボート競走事業会計からの繰入金を増額したこと
から、2 億 5809 万円増加しました。

基
金
（
貯
金
）

令和４年度 令和３年度 増　減 早期健全化基準 財政再生基準
 実質赤字比率 － － － 15% 20%
 連結実質赤字比率 － － － 20％ 30%
 実質公債費比率 0.1％ 0.4％ ▲ 0.3％ 25% 35%
 将来負担比率 － － － 350%

健全化判断比率
　健全化判断比率のうち、1 つでも早期健全化基準以上になった場合は「財政健全化計画」
を定める必要がありますが、いずれの比率も基準を下回っており、町の財政は健全な状態
にあると言えます（比率がマイナスの場合は「－」で表示）。

健
全
化
判
断
比
率

 区　分 令和４年度 令和３年度 対前年度増減
 財政調整のための基金 14億 7672万円 16億 501万円 ▲ 1億 2829万円
 その他特定目的基金 34億 1345万円 30億 2707万円 3億 8638万円
 合計 48億 9017万円 46億 3208万円 2億 5809万円

（※１）�交付税措置とは、町債の返済額を国が普通交付税という形で助成するもので、
措置される率は内容によっておおむね 30～ 100％です。

（※２）一般財源とは、町税など町が自らの裁量で使用できる財源です。
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　特別会計は、特定の事業を行う場合や特定の収入により事業を行う場合、その事業に係
る経理を一般会計と区別する必要があるため、条例により設置している会計です。

公共下水道事業会計

収益的収入　　８億 2227 万円
収益的支出　　８億　454 万円
資本的収入　　３億 3429 万円
資本的支出　　５億 1141 万円

　主な収益的収入は、下水道使用料 3 億 5614
万円、一般会計からの負担金と補助金 1 億
3971 万円です。主な収益的支出は、管

かんきょ
渠やポ

ンプ場、浄化センターの費用 2 億 2836 万円、
企業債利息 887 万円です。
　主な資本的収入は、国庫補助金１億 5552 万
円です。主な資本的支出は、中ノ浜ポンプ場水
処理設備等建設工事委託１億 2600 万円、企業
債元金償還金 1 億 5945 万円です。

モーターボート競走事業会計

収益的収入　1276 億 7059 万円
収益的支出　1228 億 1994 万円
資本的収入　　 44 万円
資本的支出　 14 億 5343 万円

　主な収益的収入は、芦屋本場開催の発売金な　主な収益的収入は、芦屋本場開催の発売金な
どの開催収入 907 億 471 万円、他場開催の発どの開催収入 907 億 471 万円、他場開催の発
売金などの場外発売受託事業収入 369 億 1903売金などの場外発売受託事業収入 369 億 1903
万円です。主な収益的支出は、売り上げに伴う万円です。主な収益的支出は、売り上げに伴う
払戻金や交付金、選手賞金などの開催費 819 億払戻金や交付金、選手賞金などの開催費 819 億
8298 万円、他場開催の払戻金などの場外発売8298 万円、他場開催の払戻金などの場外発売
受託事業費 359 億 6332 万円です。受託事業費 359 億 6332 万円です。
　資本的収入は、土地購入に伴う借地権の返還　資本的収入は、土地購入に伴う借地権の返還
金 44 万円です。主な資本的支出は、投票機器金 44 万円です。主な資本的支出は、投票機器
のリース料や施設の改修工事などの建設改良費のリース料や施設の改修工事などの建設改良費
14 億 5255 万円です。14 億 5255 万円です。

国民宿舎特別会計

　主な収入は、一般会計からの繰入金（繰越分）
が 1026 万円、消費税還付金 680 万円、指定管
理者納入金 414 万円です。主な支出は、トイ
レ設備などの改修工事費（繰越分）1026 万円、
一般会計繰出金 1022 万円です。

収入　  　　2340 万円
支出　  　　2340 万円

地方独立行政法人
芦屋中央病院貸付金特別会計

　芦屋中央病院の町債の借り入れや、借り入れ中央病院の町債の借り入れや、借り入れ
た町債の返済を行うための会計です。た町債の返済を行うための会計です。
　主な収入は、医療機器整備のために借り入れ　主な収入は、医療機器整備のために借り入れ
た町債 5430 万円です。主な支出は、町債の返た町債 5430 万円です。主な支出は、町債の返
済費用で３億 6454 万円です。済費用で３億 6454 万円です。

収入　  ４億 1884 万円
支出　  ４億 1884 万円

給食センター特別会計

　主な収入は、給食費収入 3816 万円、一般会
計からの繰入金１億 401 万円です。
　主な支出は、給食材料費 5622 万円、そのほ
かは、委託料、光熱水費、人件費などです。

収入　  １億 4376 万円
支出　  １億 4172 万円

国民健康保険特別会計

　主な収入は、国民健康保険税 2 億 3207 万円、
県の補助金 10 億 7670 万円、一般会計からの
繰入金 1 億 4105 万円です。主な支出は、医療
費 10 億 5205 万円、国民健康保険事業費納付
金 3 億 7612 万円などです。

収入　  15 億 1466 万円
支出　  14 億 8530 万円

後期高齢者医療特別会計

　主な収入は、加入者が納めた後期高齢者医療
保険料 1 億 7746 万円、一般会計からの繰入金
6740 万円です。主な支出は、後期高齢者医療
広域連合納付金 2 億 3592 万円です。

収入　  ２億 5465 万円
支出　  ２億 4576 万円

ま
ち
の
家
計
簿

令和４年度特別会計決算
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今後５年間の財政運営の見通し
（財政シミュレーション）

　財政シミュレーションとは、今後の町の財政運営がどうなっていく
のかを令和４年度決算と令和５年度決算見込額の数値を参考に、一定
の設定条件のもと作成したものです。
　このなかで、町の貯金にあたる「基金」がどのように推移していく
見込みであるか説明します。

円億高残金基

R4 R5 R6 R7 R8 R9

基金残高 48.9 48.2 47.3 47.0 45.7 43.7

※↑表は【参考】、広報には↓「グラフ」を掲載!!

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

R4 R5 R6 R7 R8 R9

基金残高の推移

48.9 48.2
43.7

単位：億円

※27年度以降見込額

47.3 47.0 45.7

■�５年後の基金残高見込みは
　40億円を確保
　基金残高の推移をみると、令和９年
度末は 40億円を確保する見込みです。

■昨年度シミュレーションとの比較
　今回作成した財政シミュレーション
と昨年度作成したものを比較してみ
ると、令和９年度末の基金残高は約
２億３千万円減少しています。
　減額の主な要因として、普通建設事
業費などの投資的経費の増加が挙げら
れます。

■芦屋町の基金残高は比較的多い
　（令和３年度決算）（※１）
　芦屋町の標準財政規模（※ 2）に対
する基金残高の割合は、108％です。
　福岡県内 60 市町村で 100％を超え
ているのは 21 市町村なので、芦屋町
の基金残高は比較的多いといえます。
　基金残高が多い理由のひとつとして、
モーターボート競走事業収入が挙げら
れ、この収入は令和９年度まで継続し
て見込んでいます。このため、今後も
100％前後の見込みで推移することか
ら、引き続き安定的な財政運営ができ
るものと判断しています。

 （※１）福岡県が公表している最新の決算情報は令和 3 年度分です。
 （※２）�標準財政規模とは、地方公共団体の一般財源の標準的な規模のことで、経常的に収入しうる一般

財源の大きさを表します。
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　令和４年度にボートレース芦屋で開催したレースの年間総売り上げは、８８７億３８６４万円で
した。純利益としては、５７億８０８２万円という結果になりました。主要な施策としては、電話
投票の会員拡大や売り上げ向上を図るため、ターゲットを絞ったWEB広告や SNSによるレース
告知、イベント情報の配信を行いました。
　また、幅広い世代の来場促進を目的として、「モーヴィ芦屋」を本場開館中、通年で運営したほか、
人気アニメとコラボした来場促進イベントを行いました。

� ▽問い合わせ　ボートレース事業局 庶務係（☎２２３‐０５８１）

ボートレース芦屋の収益
令和４年度

あしや砂像展 2022

図書館特別おはなし会

レジャープールアクアシアン

■移住・定住などの住宅施策
　◦老朽危険家屋等解体補助金� 500 万円

■芦屋町の魅力を活かした観光推進
　◦芦屋港活性化推進事業� 2700 万円
　◦あしや花火大会実行委員会補助金� 1500 万円
　◦あしや砂像展実行委員会補助金� 1000 万円
　◦チャレンジショップ等観光推進事業� 900 万円
　◦祭りあしや実行委員会補助金� 100 万円

■町民の皆さんが利用する施設運営費
　◦公民館・図書館運営事業� 4500 万円
　◦老人憩の家運営事業� 2500 万円
　◦町民会館運営事業� 500 万円
　◦レジャープールアクアシアン運営事業� 500 万円

■商工業の振興
　◦創業促進支援事業補助金� 500 万円
　◦空き店舗等活用事業補助金� 100 万円
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ボートレースの収益は
こんなことに使われています
　町の一般会計には「1１億５００万円」を繰り出し、町民の皆
さんの生活に役立つよう以下の事業に充てられました。

■学校教育の支援
　◦小中学校情報機器（ＩＣＴ）活用推進事業� 4000万円
　◦学力向上事業� 200 万円

■皆さんの生活
　◦子育て支援事業� １億円
　◦国民健康保険特別会計繰出金� 2800 万円
　◦タウンバス・巡回バス運行事業� 2000 万円
　◦下水道事業会計補助金� 2000 万円
　◦学校給食費負担軽減事業� 1900 万円
　◦テレビ受信料半額補助金� 800 万円
　◦敬老祝金� 500 万円
　◦コンビニ交付（住民票・税証明など）事業� 500 万円

■将来への備え
　◦財政調整基金積立金� 4 億円
　◦競艇収益まちづくり基金積立金　� 2 億円
　◦公共施設等整備基金積立金　� 1 億円

■国外からの避難民支援
　◦ウクライナ人道支援金　� 500 万円

ＩＣＴを使った授業風景

子育て支援センター

学校給食
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

バットを振ったら、カッキ～ン！バットを振ったら、カッキ～ン！
� ９月 10日　町内ソフトボール大会
　総合グラウンドで町内ソフトボール大会が行われ、各
地区を代表する 11 チームが参加しました。外野手を大き
く超えるホームランにも、より遠くにボールを飛ばそう
と力みすぎて打ったボテボテのゴロにも歓声があがって
いました。選手同士で野次を飛ばしたり、テントから応
援したりと、各チーム楽しいひと時を過ごしていました。

� ８月19 日　ギャラリーあしやワークショップ 焼き絵 
地元で楽しむイベント。芸術にふれあう地元で楽しむイベント。芸術にふれあう

　ギャラリーあしやで開催していた焼き絵展の作家、Ｋａｚｕ
ｍｉさんによる焼き絵講座がありました。講師Ｋａｚｕｍｉさん
の実演を見たあとは、手の平に乗るサイズの革にウッドバーニ
ング用の電熱ペンを使って、ネコやタカの絵を描きました。筆
圧や、ペンの置き時間で、革の焼け具合が変わり、線の太さを
変えられるウッドバーニング。思っていたより簡単に描けるこ
とが分かった参加者は、「電熱ペンはどこで買えていくらくら
いですか」と創作意欲を燃やしていました。

絵本から飛び出てきたおはなしと音楽絵本から飛び出てきたおはなしと音楽
� ８月 19日 あしや夢リアホール 
　あしや夢リアホールプレゼンツ、「徳永玲子のにこ
にこ朗読会」が行われ、テレビ番組「アサデス。ＫＢ
Ｃ」でおなじみの徳永玲子さんが出演しました。絵本
の朗読とジャズユニットのピアノとウッドベースがコ
ラボする楽しい演出で、子どもたちはステージ上で一
緒に楽しむことができました。最後は絵本のサイン会
もあり、多くの家族が並んでいました。
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� ９月16日　芦屋町敬老会
４年ぶりに敬老会だよ！全員集合！４年ぶりに敬老会だよ！全員集合！

　敬老の日を迎え、今年度中に 70 歳以上になる皆さんを招待し、長
寿を祝した敬老会が、あしや夢リアホールで行われました。式典後
のアトラクションでは、老人クラブ連合会の活動紹介や民謡歌手・
藤永翠

すいじゅ
珠さん（民謡日本一の中西奈津子さん）の民謡・吟詠のほか、

ウクレレ漫談や音楽パフォーマンスがありました。会場の皆さんは、
青春時代にはやった曲を紹介されたり、懐かしい話題で盛り上がった
りして、笑顔いっぱいの時間を過ごしていました。

　筑前芦屋だごびーなとわら馬まつりの最終日、中央
公民館でわら馬が配布されました。来場した皆さん
は、孫や子どものことを話しながら好きな武将の名前
の書かれた旗のわら馬を選んで持ち帰っていました。

� ９月 24日　筑前芦屋だごびーなとわら馬の会
町の民芸品、町の民芸品、八八

はっさくはっさく
朔朔のわら馬の配布のわら馬の配布

� ９月24日　町内一斉清掃
みんなで一緒に町をきれいにしたっちゃ！みんなで一緒に町をきれいにしたっちゃ！

　秋晴れの日曜日、町内一斉清掃が行われました。遠賀川河口付
近の大量のペットボトルを集める家族の皆さんや、道路、公園の
ごみを集める皆さんのおかげでまた町がきれいになりました。
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合
的
判
断
力
に
優
れ
て
い
る
高

齢
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
験
豊
か
な
ベ
テ
ラ
ン
や
繁

忙
期
の
人
材
を
探
し
て
い
る

企
業
の
皆
さ
ん
、
幅
広
い
分
野
で
即
戦
力
と
な

る
高
齢
者
の
能
力
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
公
益
社
団
法

人 

福
岡
県
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー 

は
つ
・
ら
つ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
北
九
州
（
北

九
州
高
齢
者
能
力
活
用
協
議
会
）（
☎
８

８
１
‐
６
６
９
９
）

指
名
手
配
被
疑
者
の
捜
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

警
察
で
は
、
11
月
中
、
全
国
警
察
の
総
力

を
挙
げ
て
、
指
名
手
配
被
疑
者
の
早
期
逮
捕

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
指
名
手
配
被
疑
者

は
、
住
む
場
所
や
姿
を
変
え
な
が
ら
、
現
在

も
な
お
逃
走
を
続
け
、
潜
伏
し
て
い
ま
す
。

早
期
逮
捕
に
は
、
警
察
に
よ
る
日
頃
の
捜
査

活
動
に
加
え
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
な

ど
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。「
あ
の
ポ

ス
タ
ー
の
犯
人
に
似
て
い
る

人
が
い
た
」
な
ど
、
わ
ず
か

な
こ
と
で
も
い
い
の
で
情
報

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
（
☎
６
９
１

‐
０
１
１
０
）

ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー

認
定
研
修

　
地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
た
い
60
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
１
日
金
、
５
日
火
、
７
日
木
、

８
日
金
、
14
日
木
、
15
日
金
、
19
日
火
・

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
5
日
火
、
14
日

木
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
全
7
回
の
受
講
が
必
要
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
八
幡
西
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

折
尾
分
館
（
八
幡
西
区
南
鷹
見
町
）

▽�

内
容　

子
育
て
支
援
の
基
礎
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
・
親
・
安
全
の
こ
と
な
ど
、
子
育

て
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
学
び
ま
す
。

▽�

定
員　
30
人

▽�

申
込
期
限　
11
月
17
日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
内
「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ

イ
ス
タ
ー
」
コ
ー
ナ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉

４
８
１
‐
１
３
１
２
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

職
業
訓
練
生
（
１
月
生
）
募
集

▽�

訓
練
科
目
・
定
員　
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

科
＝
15
人 

②
一
般
・
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス

科
＝
20
人 

③
企
業
実
習
付
・
ビ
ル
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
＝
４
人
④
導
入
講
習
付
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
＝
10
人 

▽�

対
象　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込

み
を
し
、
受
講
指
示
、
支
援
指
示
ま
た
は

受
講
推
薦
を
も
ら
え
る
人

▽�

訓
練
期
間　
①
②
③
＝
令
和
６
年
１
月
５

日
金
～
６
月
28
日
金 

④
＝
令
和
６
年
１

月
５
日
金
～
７
月
29
日
月

▽
募
集
期
間　
11
月
１
日
水
～
12
月
７
日
木

▽�

申
し
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
☎
６

２
２
‐
５
５
６
６
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡 

受
講
者
係
（
☎
６
４
１
‐
６
９
０
９
）

みんなの

ひろば

はつ・らつ・コミュ
ニティ北九州

指名手配被疑者
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●
浜
木
綿
俳
句
会

し
ん
か
ん
と
基
地
は
眠
ら
ず
霧
流
る

�

野
口
加
津
美

農
事
メ
モ
読
み
返
し
た
る
天
の
川

�

池
田
千
恵
子

団ど
ん
ぐ
り栗

や
小
さ
き
石せ

き
 
し

の
小
さ
き
階

�

花
田
八
代
美

水
底
に
明
日
に
ご
れ
る
敗や

れ
は
ち
す蓮

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

老
ゐ
て
な
ほ
桔
梗
の
ご
と
く
凛
と
し
て

�

田
尾
三
千
枝

駄
菓
子
屋
の
店
主
は
卒
寿
万
年
青
の
実

�

縄
田　
惠
子

耳
う
ら
に
残
る
ち
ち
ろ
や
社
宅
跡

�

仲
山
ク
ニ
子

幼
帝
の
行
宮
跡
や
蛍
草

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

網
戸
越
し
に
聞
こ
え
て
き
た
る
虫
の
音
に

包
ま
れ
眠
る
八
月
の
尽

�

麻
生　
清
子

十
三
回
忌
終
え
し
夫
の
遺
品
整
理
な
れ
ど

総
て
に
思
い
が
募
る

�

宮
﨑　
佐
代
子

羊
羹
は
防
災
食
に
最
適
と

備
え
は
す
る
が
食
べ
て
は
切
ら
す

�

村
上　
一
惠

定
年
時
ま
ず
は〝
写
真
の
整
理
〟を
と

心
づ
も
り
が
未
だ
山
積
み

�

田
中
勢
津
子

赤い月の香り
     千早　茜　著  

　古い洋館で「香り」の
サロンを営む天才調香
師・小川朔は、幼なじ
みの探偵・新城と共に、
依頼人の望む香りをオ
ーダーメイドで作ってい
た。朝倉満は朔に勧誘
され、そこで働くことに
なるが…

俳
句
・
短
歌

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 11月

新 着 図 書

注目の一冊

　図書館では、読書週間に合わせて 10 月 28 日土～
11 月 12 日日に「秋の図書館まつり」を開催します。
小中学生の「おすすめの本」や町内園児の「おはな
しの絵」の展示、ブックリサイクル、よむにゃんか
らのミッションをクリアする「ハンコ de ポン」など
楽しい催しがいっぱいです。
【特別おはなし会】　11 月５日日・午前 10 時 45 分
からの「特別おはなし会」は定員 30 人です。定員に
満たない場合は当日参加も受け付けます。
　読書の秋は、ぜひ図書館に遊びに来てください。

秋の図書館まつりへ行こう！

　今年を振り返って、印象に
残った出来事などを漢字１
文字で表す、「わたしの漢字」
を募集します。応募作品は図
書館前に貼り出します。

▽ �とき　11 月 25 日土～ 12
月 27 日水

※�用紙は図書館カウンター
で配布します。

「わたしの漢字」大募集！

【一般書】
雇足軽　八州御用 辻堂　魁� 著
あなたが誰かを殺した 東野　圭吾� 著
７７７ トリプルセブン 伊坂　幸太郎� 著
間の悪いスフレ 近藤　史恵� 著

【児童書】
はじまりは一冊の本！ 濱野　京子� 作
星空としょかんの王子さま 小手鞠　るい� 作
赤いめんどり アリソン・アトリー�作
たべるぞたべるぞ 田島　征三� 作
へんしんやきいも あきやま　ただし�作

■休館日　�６日月、13 日月、20 日月、24 日金、
27 日月

と　き 　　出　演・催　し　　
1 日水 赤ちゃんおはなし会たっち

12 日日 にじの会
18 日土 おはなしトントン
26 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定例おはなし会
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町
民
の
皆
さ
ん
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
た

町
税
は
、
教
育
・
福
祉
・
生
活
環
境
・
道
路

整
備
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
私
た
ち
が

思
い
が
け
な
い
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

経
済
的
な
負
担
を
軽
く
し
て
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

税
の
滞
納
は
そ
れ
ら
の
財
源
が
損
な
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
貴
重
な
税
金
か
ら
滞
納
処

分
に
か
か
る
本
来
必
要
の
な
い
経
費
（
督
促

状
や
催
告
書
な
ど
の
印
刷
、
送
付
費
用
な
ど
）

を
支
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。町
に
と
っ

て
は
大
き
な
負
担
・
損
失
と
な
り
、
最
終
的

に
は
町
民
全
体
の
不
利
益
と
な
り
ま
す
。

■
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
本
来
、
自

主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
納

期
を
過
ぎ
た
場
合
は
督
促
状
の
発
送
な
ど
に

多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
そ
の
経
費
も
町
税

で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
便
利
な
納
付
方
法

　

仕
事
な
ど
で
平
日
納
付
に
行
け
な
い
場
合

で
も
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
住
民
税
（
普
通

徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

軽
自
動
車
税
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
い
つ
で
も
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

病
気
や
失
業
、
生
活
困
窮
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
の
納
付
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
は
、
納
付
計
画
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
の

　

滞
納
処
分

　

国
税
徴
収
法
な
ど
で
は
、
税
の
徴
収
職
員

は
滞
納
者
の
町
税
に
つ
き
、
そ
の
財
産
を
差

し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
、
滞
納
！

ス
ト
ッ
プ
、
滞
納
！  

納
税
は
納
期
限
内
に

納
税
は
納
期
限
内
に

▼
問
い
合
わ
せ

　
納
税
係
・
納
付
相
談
窓
口

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
５
）

換価処分換価処分

滞納町税
への充当

督促状の送付
文書催告

財産調査財産調査

財産差押

▼

▼

▼

▼

督促状を送付し、滞納分を納付するよう督促（請
求）します。それでも納付がない場合は、催告
書の送付や電話などによる催告を行います。

金融機関や勤務先など、滞納者の財産を占有す
る（持っている）第三者などに対して調査を行
います。
対象となる財産は、給与、預貯金、不動産、動産、
自動車などです。
財産調査で発見した滞納
者の財産を差し押さえ、
滞納者やその財産の利害
関係者に「差押通知書」
を送付します。

差し押さえた財産を
金銭に換えます。

滞納町税にあてます。

滞納処分までの流れ滞納処分までの流れ

ス
ト
ッ
プ
、
滞
納
！ 

納
税
は
納
期
限
内
に

　
　

 
～ 

皆
さ
ん
の
納
税
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す 

～

滞納処分までの流れ滞納処分までの流れ
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税
に
ま
つ
わ
る

税
に
ま
つ
わ
る  

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

Q��  �  

納
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、

今
持
っ
て
い
る
納
付
書
で
納
め
ら

れ
る
の
か
。

A�  

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
手
元
に
あ

る
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金

融
機
関
や
、
役
場
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※�
た
だ
し
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
す
る

場
合
に
は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

納
税
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

Q�  

納
税
の
相
談
を
し
た
い
け
ど
、 

忙

し
く
て
役
場
に
行
く
時
間
が
な
い
。

A�  

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
何
の

相
談
も
な
い
場
合
は
、
財
産
調
査

や
差
押
え
の
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

Q�  

借
金
が
あ
る
の
で
税
金
を
納
付
で

き
な
い
。

A�  

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
大
多
数
の
人
は
納
期
限
内

に
納
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方

税
法
第
14
条
に
「
税
金
は
す
べ
て
の

債
務
に
優
先
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、個
人
債
務（
借
金
）

よ
り
税
金
が
優
先
さ
れ
る
の
で
す
。

Q�  

滞
納
額
が
少
額
な
の
で
、
差
押
え

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

A�  

滞
納
に
多
い
少
な
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
少
額
で
あ
っ
て
も
滞
納
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
財
産

調
査
を
行
い
、
財
産
が
あ
れ
ば
差

押
え
を
行
い
ま
す
。

Q  �  

事
前
の
連
絡
や
承
諾
な
し
に
、
財

産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

A�   

法
律
で
は
、納
期
限
が
過
ぎ
た
後
、

督
促
状
を
発
送
し
て
10
日
を
経
過

し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場

合
は
、
財
産
の
差
押
え
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、
本
人
に
対
し

て
事
前
の
連
絡
や
そ
の
同
意
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
自
主
的
に

納
付
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
の
で
、

督
促
状
な
ど
で
早
期
の
納
税
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
さ

れ
な
い
時
は
、
税
の
公
平
を
保
つ
た

め
に
財
産
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

Q�　
勝
手
に
個
人
の
口
座
を
調
べ
て
、

金
融
機
関
の
預
金
を
差
し
押
さ
え
ら

れ
た
。
個
人
財
産
の
調
査
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
ら
な
い
の
か
。

A�　
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
法
律
（
国

税
徴
収
法
）
に
よ
り
、
す
べ
て
の

財
産
に
対
す
る
調
査
権
限
が
発
生

し
ま
す
。

こ
の
権
限
に
よ
っ
て
、
調
査
を

受
け
る
勤
務
先
の
事
業
所
、
金
融

機
関
な
ど
の
関
係
機
関
は
、
調
査

に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
財
産
調
査
は
、
個
人

情
報
保
護
法
に
は
抵
触
し
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い
な

い
人
に
対
し
て
、
督
促
状
を
送
付
し
、
催
告

書
な
ど
に
よ
り
自
主
納
付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
付
相
談
も
な
い
、
納
税
に
誠

意
の
見
ら
れ
な
い
滞
納
者
（
悪
質
な
滞
納
者
）

に
対
し
て
は
、
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
処
分
と
し
て
資
産
や

収
入
の
調
査
を
行
い
、
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

　

差
押
え
の
対
象
は
、
預
貯
金
、
給
与
、
生

命
保
険
、
国
税
還
付
金
、
不
動
産
、
自
動
車

な
ど
で
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
は
公
売
な
ど

に
よ
り
換
価
し
、
滞
納
町
税
に
充
当
し
ま
す
。

■
税
以
外
で
も
徴
収
を
強
化

　

町
営
住
宅
使
用
料
や
下
水
道
使
用
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保

育
料
、
給
食
費
、
奨
学
返
還
金
な
ど
も
、
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関

し
て
も
、
滞
納
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
る

と
と
も
に
納
付
指
導
や
徴
収
を
強
化
し
ま
す
。

件　数件　数 金 　額金 　額

７４件７４件 ５９９万９７７８円５９９万９７７８円

 【令和４年度差押え実施状況】【令和４年度差押え実施状況】

△タイヤロックされた自動車
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町

　■ 歯周病は日本人の歯を失う原因の第１位！
　�　歯周病とは、口の中が歯周病菌に感染することで引き起こされる感染症で、30歳代
以上の 3分の 2が歯周病にかかっていると言われており、歯を失う原因の第１位です。
　�　歯周病は細菌感染症で、「静かな病気」と呼ばれることがあります。ある程度進行し
ても自覚症状が乏しく、気付かないことも多い病気です。

歯周病
あなたは歯周病にかかっていないといえますか？

　■ 歯周病は万病のもと！
　�　歯周病は、全身に悪影響を及ぼす怖い病気です。歯周病は、歯を失うリスクが高い
だけではなく、放置すると知らず知らずのうちに進行し、全身の疾患に影響を及ぼし
ます。「気付いたときには重症化していた」なんてことも少なくありません。

脳
●脳卒中
●認知症
●脳梗

こ う そ く

塞

心臓
●狭心症
●心

し ん き ん こ う そ く

筋梗塞
●心内膜炎

腎臓 ●慢性腎臓病

肺 ●誤
ご え ん

嚥性肺炎

骨
●骨粗しょう症
●関節リウマチ

すい臓 ●糖尿病

肝臓 ●脂肪性肝炎

子宮
●早産
●低出生体重児

歯周病に関わりのある病気は、これだけではありません。もっとたくさんあります。

全身の健康に影響する

歯周病

広報あしや　2023.11 ⑳



　■ たばこは最大のリスクファクター！
　�　たばこは歯周病の最大のリスクファクターです。
　喫煙者が歯周病にかかる危険は、

　１日 10本以上喫煙すると 5.4 倍
　10 年以上吸っていると 4.3 倍以上に上昇します。

　�　また重症化し、さらに治りにくいと言われています。
　�　そして、タバコに含まれる化学物質が歯肉からの出血を抑えるため、
症状に気づきにくいとも言われています。

重度歯周病

健康な状態

　■ セルフチェックをやってみよう！
　�　該当する項目が 4つ以上あると歯周病が進行している可能性が高いです。

　　□ 歯みがきのときに出血する　　　□ 歯と歯の間にすきまが目立ってきた
　　□ 口のにおいが気になる　　　　　□ 歯ぐきに触ると痛いところがある

　�□ �歯ぐきにはれている
部分がある

　�□ �かむと歯が揺れる
感じがする

　�□ �歯が長くなったよ
うに見える

　■ 予防、進行を止めるポイント

■ 歯周病検診
　�　歯周病の早期発見は、歯の喪失を防ぎ、全身の健康維持に役立ちます。
　�　気になる症状がなくても、定期的に歯科健診を受診しましょう。また健康づくりの入り
口として芦屋町では今年度 40歳、50 歳、60 歳、70 歳になる人に、歯周病検診を６００
円で受けられる歯周病検診受診券を送付しています。活用して口の健康を保ちましょう。
　※受診券を紛失している人は、健康づくり係へ問い合わせてください。

正しい歯磨き
（歯周病の原因とな

る歯石を落としましょう）

１

ストレスをためずに
規則正しい生活を

５定期的な歯科健診で
早期発見、早期治療

４

今すぐ禁煙２ 肥満を解消３

広報あしや　2023.11㉑



●�

「
暴
力
」
に
あ
た
る
行
為
と
は
？

　

暴
力
と
は
、
殴
る
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴

行
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
言
葉
の
暴
力
（
暴
言・罵
倒
）、脅
し
（
脅
迫
、

物
を
投
げ
る
）、
経
済
的
制
限
（
生
活
費
を
渡

さ
な
い
、
外
で
働
く
こ
と
を
制
限
す
る
）、
行

動
制
限
（
実
家
、
友
人
と
の
交
流
制
限
）、
性

的
暴
力
（
性
の
強
要
、
避
妊
に
協
力
し
な
い
）

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
前

で
の
暴
力
（
面
前
Ｄ
Ｖ
）
は
、児
童
虐
待
で
す
。

●�

被
害
を
受
け
た
ら

　
�

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？

　

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
暴
力
を
受
け
な
が

ら
も
、「
相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
」

「
自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
な
ど
と
思

い
、
心
の
傷
に
気
づ
か
ず
自
分
を
責
め
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、「
自
信
が
な
く
な
る
」「
家
に
い
て

も
息
苦
し
い
」「
笑
顔
が
な
く
な
る
」「
眠
れ

な
い
、
眠
り
が
浅
い
」
な
ど
、
精
神
的
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
は
、

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
し
て
み
る
こ
と
で
、
一
人
で
は
気
づ
か

な
か
っ
た
解
決
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
場

合
は
、内
閣
府
の
「
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
」
ま
た
は
、

「
Ｄ
Ｖ
相
談+ プ

ラ
ス」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

令和○年○月○日

                          ○日

借用書
令和○年○月○日

･････10,000

一人で悩まないで

11
月
12
日
日
～
25
日
土

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

　
パ
ー
ト
ナ
ー
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
近
く
の
相
談
窓
口
に
相
談
を
。

広報あしや　2023.11 ㉒

★★ＤＶ相談ナビ＝【＃８
は れ れ ば

００８】
★★ＤＶ相談＋

プラス

・電話・メール
　＝24時間受け付け
・チャット＝�正午～午後 10時

受け付け
・電話＝０１２０（２

つ な ぐ
７９）８

は や く
８９



無料相談

そのほかの相談窓口・電話番号・相談日時
配偶者暴力相談支援センター
☎２０１‐２８２０
月～金曜日・午前８時 30 分～午後５時 15 分
※祝日、年末年始を除く　
福岡県配偶者からの暴力相談電話
☎〈０９２〉６６３‐８７２４
月～金曜日・午後５時～午前０時、
土日祝日・午前９時～午前０時
※年末年始を除く
福岡県あすばる相談ホットライン
☎〈０９２〉５８４‐１２６６
毎日 午前９時～午後５時
※�祝日以外の金曜日のみ午後６時～８時 30 分も可
※８月 13 日～ 15 日、年末年始を除く
性暴力被害者支援センター・ふくおか
☎〈０９２〉４０９‐８１００
24 時間 年中無休
ＬＧＢＴの人のＤＶ被害者相談ホットライン
☎０８０‐２７０１‐５４６１
第１日曜日 ・午後２時～５時
第３水曜日・ 午後６時～９時
※年末年始を除く
※面接相談（オンラインを含む）は予約が必要です。

　共生社会とは、性別、年齢や障がいなど、
人それぞれの違いを自然に受け入れ、支
えあい、互いに認めあう社会のことを言
います。こうした社会を実現するために
は社会に存在するさまざまな「障壁＝バ
リア」を取り除いていかなければなりま
せん。
　しかし、現実には、車椅子での乗車や
アパートへの入居を拒否される事案が発
生するなど、障がいのある人の人権に関
する理解は十分とは言えない状況です。
　ほかにも、「車椅子は狭いエレベーター
で場所を取って邪魔だ」、「混んでいる時
は危ないから乗車を避けたほうがよいの
では」などという周囲の人々の障がいに
対する無理解が大きなバリアとなってい
ることもあります。障がいのあるなしに
よって一人一人の命の重さが変わること
はありません。このような当たり前の価
値観を改めて社会全体で共有していくこ
とが大切です。
　社会にあるバリアを取り除いていくに
は、体や心に機能の障がいがある人が、
社会にあるバリアによって、どんな困り
ごとや痛みがあるのかに気付くことが必
要です。ただし、体や心の機能の障がい
はさまざまであり、それぞれの人が感じ
ているバリアは違います。体や心の機能
の障がいをよく知り、障がいのある人と
話をすることによって、どんな困りごと
があるのかに気付くことが重要です。何
がバリアになって、どんな困りごとが生
じてしまっているのか、あなたの周りの
家族や友だちと、一緒に考えることから
始めてみましょう。そして、一人一人が
障がいを理解し、歩み寄り、助け合おう
とする意識を持つことで誰もが安心して
暮らしていける共生社会の実現を目指し
ましょう。  

差別をなくすために  第 461 号

共生社会の実現に向けて

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係

（☎２２３‐３５４６）
女性の人権ホットライン

（全国一斉強化週間）
11月15日水～21日火

　夫やパートナーからの暴力や職場でのセク
ハラ、ストーカーなど、女性に関する人権問
題の相談を受け付けます。
　法務局職員と人権擁護委員が無料で相談に
応じます。秘密は厳守されますので、一人で
悩まず相談してください。

▽ �とき　11 月 15 日水～ 17 日金、20 日月、
21 日火・午前８時 30 分～午後７時

　�11 月 18 日土、19 日日・午前 10 時～午後
５時

▽ �電話番号　０５７０‐０７０‐８１０（全
国共通）

※�強化週間以外でも女性の人権に関する電話
相談を、月～金曜日の午前８時 30 分～午
後５時 15 分に受け付けています。

※時間外と土日祝日は留守番電話対応です。

▽ �問い合わせ　福岡法務局人権擁護部
　（☎〈０９２〉７３９‐４１５１）
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地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域
外の人を受け入れ、地域協力活動を行っても
らい、その地域への定住・定着を図ることで、
地域力の維持・強化を図っていくことを目的
とした制度です。

芦
屋
町
の
八
朔
行
事
と
は

　

芦
屋
町
の
八
朔
行
事
は
子
ど
も
の

誕
生
を
祝
い
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
旧
暦
の
八

月
朔さ

く
じ
つ日

（
８
月
１
日
、
現
在
は
９
月

１
日
）
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
起
源

は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時

代
の
中
頃
か
ら
約
３
０
０
年
以
上
続

い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
男
の
子
（
長
男
）
が
生
ま

れ
た
家
で
は
、
わ
ら
で
作
っ
た
馬
に

紙
製
の
「
旗は

た

指さ
し
も
の物

」
と
武
者
人
形
を

乗
せ
た
「
わ
ら
馬
」
を
飾
り
、
初
め

て
女
の
子
（
長
女
）
が
生
ま
れ
た
家

で
は
、
米
の
粉
を
蒸
し
て
団
子
に
し
、

彩
色
し
た
も
の
か
ら
食
べ
物
・
吉

き
っ
し
ょ
う祥

も
の
・
動
物
・
人
形
な
ど
の
「
だ
ご

び
ー
な
（
団
子
雛
）」
を
飾
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
長
男
、
長
女
に
限
ら
ず

八
朔
行
事
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

芦
屋
町
の
八
朔
行
事
は
昭
和
35
年

に
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と

な
り
、
平
成
19
年
に
は
国
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
行
事
の
継
承

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
社
会
構
造
の

変
化
（
核
家
族
化
や
住
環
境
の
変
化

な
ど
）
や
わ
ら
馬
の
原
材
料
で
あ
る

藁わ
ら

の
入
手
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
、
保
存
継
承
に
関
す
る
課
題
が
あ

り
ま
す
。

料
りょうしょ

所 宏
ひ ろ え

会　　遠賀町出身。高校卒業後、　秋田県と
ノルウェーに住んでいました。九州は寒さで身体が痛く
ならないので、今年の冬は外に出られそうです。

　こんにちは。地域おこし協力隊の料所です。
　９月１日～ 24 日の期間中、八

はっさく
朔行事である筑前芦屋

だごびーなとわら馬まつりが行われましたね。私も次女
の健やかな成長を願って、自宅で八朔行事を行いました。

ひな壇をだごびーなで埋められてほっとしました。

筑前芦屋だごびーなとわら馬まつりのわら馬展示

写真撮影の隙をみて一升餅にかぶりついていた次
女。これからもおいしいものに恵まれますように。
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■�日々の地域おこし協力隊の活動は Instagram で発信していますので、
フォローして活動を応援してもらえるとうれしいです！

子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て

　

八
朔
の
節
句
の
お
祝
い
を
家
で
す

る
と
決
め
た
と
き
、
何
を
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
だ
ご
び
ー

な
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

作
り
た
い
も
の
が
少
し
ず
つ
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。
細
か
い
作
業
が
多
く
、

作
り
た
い
も
の
を
形
に
す
る
の
は
難

し
か
っ
た
で
す
が
、
子
ど
も
の
成
長

を
願
っ
て
何
か
を
作
り
上
げ
る
こ
と

は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

１
人
で
没
頭
し
て
作
る
時
間
も
充

実
し
て
い
ま
し
た
が
、
誰
か
と
お
し

ゃ
べ
り
し
な
が
ら
一
緒
に
作
っ
た
時

間
は
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

長
女
は
だ
ご
び
ー
な
作
り
を
本
当
に

楽
し
そ
う
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
の
作
品
が
飾
ら
れ
る
こ
と
が
と
て

も
う
れ
し
そ
う
で
、
見
て
い
る
だ
け

で
こ
ち
ら
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

行
事
に
参
加
し
て
み
て

　

だ
ご
び
ー
な
を
作
る
時
間
が
足
り

ず
、「
ひ
な
壇
が
が
ら
空
き
に
な
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
焦
っ
て
い
ま

し
た
。
だ
ご
び
ー
な
製
作
が
思
う
よ

う
に
進
ま
ず
困
っ
て
い
る
と
、
周
り

の
人
が
一
緒
に
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
八
朔
の
節
句
ま
で
に
だ
ご

び
ー
な
を
十
分
用
意
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
困
っ
た
と
き
に
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
が

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

周
り
の
協
力
が
な
け
れ
ば
ひ
な
壇

を
だ
ご
び
ー
な
で
埋
め
ら
れ
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
お
祝
い
を
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
以
外
に
も
必
要

な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
２
カ

月
ほ
ど
か
け
て
八
朔
の
節
句
の
準
備

を
し
ま
し
た
が
、
芦
屋
町
の
文
化
に
触

れ
ら
れ
た
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
だ
ご
び
ー
な
一
体

一
体
に
、
作
っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
だ
ご
び
ー
な
を
作
っ

て
い
た
時
間
は
と
て
も
楽
し
く
、
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
大
変
で
は
あ
り

ま
す
が
、
き
っ
と
い
い
思
い
出
に
な

る
の
で
、
０~

１
歳
の
子
ど
も
が
い

る
ご
家
庭
は
ぜ
ひ
八
朔
行
事
を
行
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

▽ �問い合わせ　地方創生推進係（☎２２３局３５７１）

梅雨を彩るあじさいのように育ってほしいと思って作
りました。

縁起物の鶴、亀、海老、鯛、さやえんどう、だるま、朝顔。
元気にすくすく育ってくれますように。

同じ職場の人がヤシの木を作ってくれました。
絵本から飛び出してきたみたいでかわいいです！

長女がたくさん作りました。いい思い出になりました。

広報あしや　2023.11



Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
初
心
者
の
男
性
向

け
に
料
理
の
基
礎
か
ら
は

じ
め
、
家
で
で
き
る
簡
単

な
料
理
を
作
り
ま
す
。
で

き
合
い
の
そ
う
菜
で
済
ま
せ
て
い
る
人

や
食
事
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち

な
人
な
ど
、
栄
養
の
こ
と
を
学
び
な
が

ら
、
料
理
の
腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽��
と
き　
11
月
９
日
木
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

定
員　
12
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
２
日
木
ま
で
に
、

2
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。
ま
た
は
健
康
づ

く
り
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
３
）
へ

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

芦
屋
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
郷
土

料
理
な
ど
を
中
心
と
し
た
調
理
実
習
を

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

健
康
・
子
育
て

♥育児相談
　【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　11 月１日水・午前 10 時～正午
　※予約は町内に住んでいる人のみできます。
　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　� ▽ �とき　11 月 14 日火・午前 10 時～正午

　 ▽ �持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母子
健康手帳

　※町外の人も相談できます（予約不要）。
　【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談
　�　11 月の相談日はありませんが、気になること

があれば、気軽に電話をしてください。

� 　 �※次回は、12 月 12 日火です。

♥すくすく広場「どんぐり拾いと絵本」

　 ▽ �とき　11 月２日木・午前 10 時～ 11 時
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　11 月６日月・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥お譲り・交換会

　 ▽ �とき　11 月６日月～ 11日土
　※�家で使わなくなった洋服・おもちゃ・絵本など

を譲ったり交換したりしませんか。
♥親子教室「親子エアロビ」（10組限定）

　 ▽ �とき　11 月９日木・午前 10 時～ 11 時
　※ 11 月２日木から予約開始

　 ▽ �持ってくるもの　汗拭き用タオル、飲み物
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　11 月 17 日金・午前 11 時～ 11 時 30 分

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　11 月 15 日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを

用意して待っています。

11 月の日曜開館日　５日・19日

申し込みフォーム
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行
い
ま
す
。
年
齢
、

性
別
関
係
な
く
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
健
康
な
食
生

活
と
一
緒
に
、
芦
屋

の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
11
月
16
日
木
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
12
人

▽
参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
９
日
木
ま
で
に
、

2
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。
ま
た
は
健
康
づ

く
り
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
３
）
へ

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　
11
月
20
日
月
・

午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
（
正
午
～
午

後
１
時
は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
玄
関
前

▽�

内
容　
４
０
０
㎖
献
血

▽�

対
象　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～

69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。

た
だ
し
65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～
64

歳
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
み

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
本
人
確
認
書
類

※�

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で

風
し
ん
抗
体
検
査
と
予
防
接
種

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
54
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
今
ま
で
に
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
機
会
が
な
く
、

抗
体
保
有
率
も
ほ
か
の
年
代
に
比
べ
て

低
い
た
め
、
抗
体
検
査
と
定
期
予
防
接

種
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

接
種
の
流
れ

①
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
る

②�

抗
体
価
が
低
い
場
合
、
風
し
ん
予
防

接
種
を
受
け
る

※�

風
し
ん
予
防
接
種
の
際
に
は
、
抗
体
検
査

の
結
果
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
受
け
る
に

は
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。
対
象
者

に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▽�

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限　
令
和
６

年
３
月
31
日
日
（
過
去
に
配
布
し
た

ク
ー
ポ
ン
券
で
、
有
効
期
限
が
過
ぎ

た
も
の
も
、
こ
の
期
限
ま
で
有
効
）

※�

ク
ー
ポ
ン
券
が
な
い
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

　

11
月
10
日
金
～
16
日
木
は
「
ア
ル
コ

ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。
節

度
あ
る
適
度
な
飲
酒
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
週
に
２
日
間
の
休
肝
日
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
飲
酒
量
の
目
安

は
、
ビ
ー
ル
で
５
０
０
㎖
、
日
本
酒
で

１
８
０
㎖
、
ワ
イ
ン
で
１
２
０
㎖
、
焼

酎
（
25
度
）
で
１
０
０
㎖
、
ハ
イ
ボ
ー

ル
（
７
％
）
で
３
５
０
㎖
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
、
女
性
は
男
性
に

比
べ
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
速
度
が
遅
い

た
め
、
男
性
の
２
分
の
１
か
ら
３
分
の

２
程
度
の
飲
酒
が
適
当
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

糖
尿
病
の
話

　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、

予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
保
健

師
・
栄
養
士
が
話
し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
28
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
1
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

11
月
21
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
脳
を
活
発
に

認
知
症
予
防
教
室
の
参
加
者
募
集

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
身
近
な

病
気
で
、
症
状
が
出
る
前
か
ら
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
頭
と
体
を
同
時
に

使
っ
た
運
動
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
で
脳

の
活
動
を
活
発
に
し
、
自
宅
で
も
継
続

で
き
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
１
日
・
８
日
・
15
日
（
全

３
回 

全
て
金
曜
日
）・
午
後
１
時
30

分
（
１
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

２
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

定
員　
15
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１
日
水
～
24
日
金

に
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３

５
３
６
）
へ

申し込みフォーム
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ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る

た
め
の
教
室
で
す
。
子

育
て
の
こ
と
を
楽
し
く

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
３
日
日
・
午
前
９
時
15

分
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後

０
時
30
分
ご
ろ

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

11
月
30
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

か
ら
だ
、
ゲ
ン
キ
！
教
室

新
規
参
加
者
募
集（
初
年
度
無
料
）

　

最
近
、
健
診
結
果
や
お
な
か
ま
わ
り

が
気
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
週
に
１

回
で
も
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
一
緒

に
楽
し
く
運
動
し
て
、
健

康
に
な
る
た
め
の
教
室
で

す
。
気
持
ち
よ
く
体
を
動

か
し
て
、
メ
タ
ボ
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
！

▽�

と
き　
毎
週
月
曜
日
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
祝
日
を
除
く
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館

▽�

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

▽�

対
象　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
令
和
５
年
度
に
特
定
健
診
ま

た
は
若
者
健
診
を
受
診
す
る
人

※�
医
療
機
関
通
院
中
の
人
は
、
医
師
の

許
可
（
意
見
書
）
が
必
要
で
す
。

▽�

定
員　
20
人
程
度

▽�

参
加
費　
無
料
（
２
年
目
か
ら
は
有
料
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る

服
装
、室
内
運
動
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

飲
み
物

▽�

申
し
込
み　
健
康
づ
く
り
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
人
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
人
で
、
希

望
者
を
対
象
に
、
無
料
で
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
が
ん
感
染
症

疾
病
対
策
課
難
病
等
助
成
係（
☎〈
０

９
２
〉
６
４
３
‐
３
２
６
７
）

５
０
０
円
で
健
康
管
理

若
者
健
診
を
受
け
よ
う

　
「
ま
だ
若
い
か
ら
大

丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
日
本
人
の
死

因
の
多
く
は
、
が
ん
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど

の
生
活
習
慣
病
で
す
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
で
も
若

い
う
ち
か
ら
毎
年
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

▽�

対
象　
19
～
39
歳
で
、
職
場
な
ど
で

健
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
人

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
中
央
病
院
・
柿
木
医

院
・
須
子
医
院
・
聖
和
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽�

健
診
料　
５
０
０
円

▽�

健
診
内
容　
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
身

体
測
定
、
診
察

※�

11
月
26
日
日
は
、
芦
屋
中
央
病
院
で

子
宮
頸
が
ん
検
診
も
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
。

▽�
持
っ
て
く
る
も
の　
受
診
券
（
水
色
の

は
が
き
）・
健
康
保
険
証
・
５
０
０
円

※�

受
診
券
を
な
く
し
た
人
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
６
年
３
月
31
日
日

ま
で

▽�

申
し
込
み　
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

芦
屋
中
央
病
院

は
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
も
予
約

で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

歯
科
健
診
・
健
康
診
査

1�

歯
科
健
診

　
口
く
う
機
能
低
下

や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

を
予
防
す
る
た
め
、

歯
科
健
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
っ
て
い
ま
す
。
受
診
券
を
持

っ
て
い
な
い
人
や
実
施
医
療
機
関
が
分

か
ら
な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽�

対
象　
昭
和
18
年
4
月
1
日
～
23
年

3
月
31
生
ま
れ
の
、
今
年
度
に
76
歳

～
80
歳
に
な
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
（
長
期
入
院
、
施
設

入
所
中
の
人
な
ど
を
除
く
）

▽�

受
診
期
限　
12
月
31
日
日
ま
で

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
受
診
券
、
保

険
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

自
己
負
担
金
３
０
０
円

�

2�

健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
や
フ
レ
イ
ル

の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
４
月 申し込みフォーム

健
康
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中
旬
～
５
月
上
旬
に
受
診
票
を
送
っ
て

い
ま
す
。
受
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人

や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者

▽�

受
診
期
限　
令
和
６
年
３
月
31
日
日

ま
で

▽�

受
診
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
予
約

し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
受
診
票
、
保

険
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

自
己
負
担
金
５
０
０
円

【
共
通
項
目
】

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
し
て
い

る
健
診
実
施
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
３

１
１
１
）

法
務
局
と
司
法
書
士
会
に
よ
る

相
続
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
相
談
会

　

令
和
６
年
4
月
か
ら
不
動
産
の
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
県
内
一
斉
に

相
続
・
遺
言
に
関
し
て
①
法
務
局
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
、
②
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
18
日
土
・
①
午
後
１
時

～
１
時
30
分 

②
午
後
１
時
30
分
～
４

時
（
相
談
時
間
は
１
組
30
分
）

▽�

と
こ
ろ　
八
幡
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
（
八
幡
東
区
平
野
）

▽�

定
員　
①
１
５
０
人
（
予
約
優
先
） 

②

25
組
（
要
予
約
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
２
日
木
～
17
日
金

に
福
岡
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

（
☎
〈
０
９
２
〉
７
２
１
‐
９
３
８
３
）

へ
（
定
員
に
達
し
次
第
終
了
）

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

11
月
９
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

11
月
30
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談

　

福
岡
県
内
に
住
ん
で
い
る
循
環
器
病

（
脳
卒
中
・
心
臓
病
な
ど
）
の
人
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
無
料
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
、
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
が
連
携
し
て
対

応
し
ま
す
。

▽�

相
談
内
容　
生
活
上
の
注
意
点
、
療

養
場
所
、
後
遺
症
、
仕
事
と
治
療
の

両
立
な
ど

▽��

と
き　
毎
週
月
～
金

曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
）
の
午

前
９
時
～
午
後
４
時

▽�

相
談
方
法　

電
話
、

対
面
、、
オ
ン
ラ
イ
ン

※�

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▽�

相
談
窓
口　
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
内
（
福

岡
市
中
央
区
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
〈
０
９
２
〉
８
３
６‐５
０
０
３
）

日
曜
労
働
相
談
会

　

福
岡
県
の
各
地
域
の
労
働
者
支
援
事

務
所
で
、
日
曜
労
働
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
、
相
談
内
容
に
よ

り
弁
護
士
と
連
携
し
ま
す
。

▽��

と
き　
11
月
19
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
受
け
付
け
は
５
時
30
分

ま
で
）

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
北
九
州
市
労
働
者

支
援
事
務
所
（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽�

対
象　
労
働
者
ま
た
は
使
用
者

▽�

費
用　
無
料

▽�

相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面
談

※�

予
約
優
先
で
す
。
面
談
で
の
相
談
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
北
九
州
市
労

働
者
支
援
事
務
所
（
☎
９
６
７
‐
３

９
４
５
）

マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

職
業
訓
練
講
座
案
内

▽�

募
集
講
座　
①
二
級
建
築
士
・
学
科

②
Ｊ
ｗ-

ｃ
ａ
ｄ
基
礎
（
12
月
）

▽�

対
象　
①
10
人 

②
20
人

▽�

対
象　
①
受
講
希
望

者 

②
マ
ウ
ス
・
キ
ー

ボ
ー
ド
の
操
作
が
で

き
る
人

▽�

訓
練
期
間　
①
令
和

６
年
１
月
19
日
金
～
６
月
７
日
金（
お

お
む
ね
毎
週
火
・
金
曜
日
）
と
６
月

２
日
日
（
全
37
回
） 

②
12
月
４
日
月

～
令
和
６
年
３
月
14
日
木
（
お
お
む

ね
毎
週
月
・
木
曜
日
・
全
24
回
）

▽�

と
こ
ろ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北

九
州
（
八
幡
東
区
大
蔵
）

▽�

受
講
料
（
教
材
費
・
消
費
税
込
み
）　

①
10
万
１
８
０
０
円 

②
４
万
９
８
０

０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ

ー
北
九
州
（
☎
６
５
１
‐
３
７
７
５
）

相
談

・
募
集
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成
年
後
見
制
度
の

無
料
出
張
相
談
と
講
演
会

　

認
知
症
や
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
は
、
生
活
費
の
管

理
が
う
ま
く
で
き
な
く
な

っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販

売
で
必
要
の
な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
の
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な

人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
22
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１
日
水
か
ら
遠
賀

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

９
３
‐
１
２
９
３
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

芦
屋
町
で
は
、
令
和
６
年
１
月
に
開

催
予
定
で
す
。

※�

開
催
日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
講
演
会
】

～
知
っ
て
安
心
！
成
年
後
見
制
度
～

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た
生
活
の

イ
メ
ー
ジ
や
、
ど
ん
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
か
、
亡
く
な
っ
た
後
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
く
れ
る
か
な
ど
、
事
例
を

交
え
て
説
明
し
ま
す
。
成
年
後
見
制
度

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
疑
問
や
不

安
に
対
し
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

▽�
と
き　
11
月
29
日
水
・
午
前
11
時
～

正
午
（
10
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
）

▽�

講
師　
北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長
（
弁
護
士
）、

社
会
福
祉
士

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
20
日
月
ま
で
に
芦

屋
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
課
内
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

難
病
が
疑
わ
れ
る
人
の

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す

　

難
病
の
疑
い
が
あ
り
な
が
ら
診
断
が

つ
い
て
い
な
い
患
者
に
、
早
期
に
適
切

な
診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
専
門
医
の

い
る
医
療
機
関
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▽��

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
10
時
～

午
後
4
時

▽�

と
こ
ろ　
九
州
大
学
病
院
内
未
診
断
・

未
指
定
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▽�

対
象　
福
岡
県
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面
談

※�

面
談
の
場
合
は
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡

県
難
病
診
療
連
携
拠

点
病
院 

九
州
大
学
病
院
内 

未
診
断
・

未
指
定
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
２
‐
４
８
６
４
）

消
防
フ
ェ
ア
２
０
２
３
開
催

▽�

と
き　

11
月
11
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
遠
賀
町

広
渡
）

▽�

内
容　

放
水
体
験
、
煙
体
験
、
は
し

ご
車
搭
乗
体
験
な
ど

※�
天
候
な
ど
に
よ
る
開
催
の
可
否
は
、

当
日
午
前
８
時
に
遠
賀
郡
消
防
本
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀

郡
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
５
）

相
談

広
告

広
告夢

を
カ
タ
チ
に
す
る
家
づ
く
り

注文住宅
リフォーム
のクレスト・ホーム

✆
北九州市小倉北区高浜

住宅防音工事も

お任せください

株式会社クレスト・ホーム

ホームページホームページ

お
知
ら
せ

広報あしや　2023.11芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉚



新
婚
世
帯
・
子
育
て
世
帯

民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金
申
請

　

町
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
に
居
住
す
る
新

婚
世
帯
や
、
町
外
か
ら

転
入
し
た
子
育
て
世

帯
に
、
最
大
72
万
円
を
商
工
会
商
品
券

で
交
付
し
ま
す
。

▽�

対
象
世
帯　
新
婚
世
帯
、
子
育
て
世
帯

※�

新
婚
世
帯
＝
婚
姻
届
出
日
の
夫
婦
の

合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
の
夫
婦
を
含

む
世
帯
。
た
だ
し
、
最
初
の
補
助
金

の
交
付
申
請
日
が
、
婚
姻
届
出
日
か

ら
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と

※�

子
育
て
世
帯
＝
転
入
時
点
で
、
６
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
を
含
む

世
帯

▽�

対
象
住
宅　
町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

※�

公
的
賃
貸
住
宅
、
社
宅
な
ど
の
給
与

住
宅
、
対
象
世
帯
の
親
族
が
所
有
す

る
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

▽��
対
象
要
件　
①
居
住
す
る
世
帯
全
員

の
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

②

自
治
区
に
加
入
し
て
い
る
こ
と 

③
申

請
者
が
住
む
た
め
に
、
建
物
所
有
者

と
賃
貸
借
契
約
を
し
て
、
家
賃
を
払

っ
て
い
る
こ
と 

④
生
活
保
護
な
ど
の

公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

▽��
対
象
期
間　
最
長
72
カ
月
（
６
年
間
）

▽��
交
付
額　
月
額
上
限
１
万
円

※�

芦
屋
町
商
工
会
商
品
券
で
補
助
年
度

分
を
一
括
交
付
し
ま
す
。

▽�
申
し
込
み　
11
月
24
日
金
・
午
後
5

時
ま
で
に
環
境
住
宅
課
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
類
は
、
環
境
住
宅
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
宅
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
０
）

性
的
少
数
者
の
人
権
に
係
る

事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
で
あ
り
、
支
援
活

動
を
行
う
人
を
講
師
に
招
き
講
演
を
行

う
ほ
か
、
先
進
事
業
所
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
６
日
月
・
午
後
１
時
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
小
倉
総
合
庁
舎（
小

倉
北
区
城
内
）

▽�

対
象　
県
内
事
業
者

▽�

定
員　
80
人
程
度
（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら

▽�

問
い
合
わ
せ　
福

岡
県
人
権
・
同
和
対
策
局
調
整
課
（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３
３
２
５
）

　現在は 24 の自治区（正門町、正津ヶ浜、江川台は休止中）でサロン活動が行われており、
高齢者の皆さんが集まって体操や脳トレ、卓球、バレーなどのレクリエーションをを行って
います。
　皆さんで定期的に集まって体操や茶話などを行うことは、立派なサロンです。
　令和６年４月から開始する自治区を募集していますので、福祉課高齢者支援係に気軽に相
談してください。
　◇運営する人　高齢者の皆さん、地域に住んでいる人なら誰でも
　◇内容　簡単な体操など気軽にできること
　◇回数　月１回（２時間以上）から
　◇ところ　自治区の公民館など
　◇運営支援　町や社会福祉協議会による支援があります。
　◇�申し込み・問い合わせ　令和６年１月 10 日水までに高齢者支援

係（☎２２３‐３５８１）へ申込書を提出してください。

◆�下記の自治区ではサロン活動が行われています。気軽に参加してください。
　�粟屋、大城、浜口、東町、高浜町、第３緑ヶ丘、第２緑ヶ丘、船頭町、中ノ浜、金屋、市場、浜崎、

幸町、白浜町、雁木、三軒屋、浦、柏原、はまゆう、大君、花美坂

あなたの地域でもはじめよう！地域交流サロン

町ホームページ申し込みフォーム

広報あしや　2023.11㉛



災
害
情
報
案
内
の
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
し
た

　

遠
賀
郡
内
で
発
生

し
て
い
る
災
害
情
報

（
火
災
な
ど
）
の
自

動
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
電

話
で
聞
く
こ
と
が
で

き
る
、
災
害
情
報
案
内
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス
『
テ
レ
ド
ー
ム
』
の
電
話
番
号

が
、
6
月
1
日
に
変
わ
り
ま
し
た
。

▽�

新
し
い
番
号　
☎
〈
０
５
７
０
〉
０

９
３
‐
１
１
９

※�

通
話
料
が
か
か
る
の
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
で
す
。

※�

始
め
に
通
話
料
の
案
内
が
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

�

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
郡
消
防
本
部 

総

務
課
（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
３
）

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
・

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り
ま
す

　

爽
や
か
な
秋
風
を

感
じ
な
が
ら
走
り
ま

せ
ん
か
。

●
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

▽�

と
き　

11
月
20
日

月
～
24
日
金
・
午
後
５
時
30
分
～
６

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
祇
園
崎
運
動
広
場

●
第
58
回
芦
屋
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽�

と
き　
11
月
26
日
日
・
午
前
９
時
開

会
式
（
８
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）、

小
雨
決
行

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
海
浜
公
園
芝
生
広
場

わ
ん
ぱ
ー
く

▽�

種
目　

小
学
１
～
３
年
生
＝
１
㎞
、

４
～
６
年
生
＝
２
㎞
、
中
学
生
以
上
＝

３
㎞

▽�

表
彰
対
象　
事
前
に
申
し
込
ん
だ
町

内
在
住
者
の
う
ち
①
小
学
生
各
学
年
、

②
中
学
生
、
③
55
歳
未
満
、
④
55
歳

以
上
の
各
区
分
男
女
３
位
ま
で

※�
町
外
者
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
オ

ー
プ
ン
参
加
）。

▽�

申
し
込
み　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
み
、

11
月
10
日
金
ま
で
に
、
芦
屋
町
体
育

協
会
（
☎
２
２
２
‐
０
１
８
８
）
へ

犬
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー

　

犬
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
で
困
っ
て
い
る

飼
い
主
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

▽�

と
き　

11
月
28
日
火
・

午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
1
時
か
ら

受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
２
階
（
宗
像
市
東

郷
）
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
使
用
）

▽�

講
師　
福
岡
県
動
物
愛

護
推
進
員
（
ド
ッ
グ
ト

レ
ー
ナ
ー
）

▽��
定
員　
会
場
30
人 

オ
ン

ラ
イ
ン
50
人
（
事
前
申

し
込
み
先
着
順
）

▽
受
講
料　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１

日
水
～
14
日
火
に
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課 

生
活
衛
生
係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
４

７
‐
０
３
４
４
）

町
の
花
壇
に
花
で
彩
り
を

花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
を
花
で
い
っ

ぱ
い
に
す
る
運
動

と
し
て
、
町
内
の

公
共
花
壇
に
秋
～

冬
の
時
期
に
合
わ

せ
た
花
（
キ
ン
セ
ン
カ
、
ビ
オ
ラ
）
を

植
え
ま
す
。
花
植
え
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

※
道
具
な
ど
は
役
場
で
用
意
し
ま
す
。

▽�
と
き　
11
月
25
日
土
・
午
前
８
時
15

分
か
ら
１
時
間
程
度

※�

雨
天
の
場
合
は
、
11
月
26
日
日
に
延

期
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
11
月
22
日
水
ま
で
に
環
境・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）
へ

広
告広報あしやに、広告を掲載しませんか

　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87× 50㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の
１日までに広報情報係（☎２２３‐
３５６９）へ申込書を提出

申し込みフォーム

お
知
ら
せ

広報あしや　2023.11芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉜



選べる出前講座 50 種類以上
　講座メニューの中から皆さんが聞きたい内容を選
んでください。町職員が話をお届けします。
▷�メニュー配布場所　役場 2 階企画政策課窓口、中

央・芦屋東・山鹿公民館、町民会館
▷�対象　原則として町内に在住、在勤す

る 5 人以上の団体やグループ
▷�申し込み　開催日の 20 日前までに広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）へ申込書を提出

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの
受け取りや申請ができない人のために、次の
日程で休日窓口を開設します。

▽ �とき　11 月 11 日土、26 日日・午前８時
30 分～正午

※�急きょ中止になる場合は、ホ
ームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、

申請書貼付写真（ない場合は、申請時に無
料で撮影）、通知カード、本人確認書類、住
民基本台帳カード（持っている人のみ）

　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本
人確認書類、住民基本台帳カード（持って
いる人のみ）

※�本人確認書類は、公的機関が
発行した免許証などの顔写真
付きは１点、健康保険証など
の顔写真がないものは２点必
要です。不明な場合は問い合
わせてください。

※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付

けなどは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー休日
窓口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、
次の日程で夜間飛行訓練を行
います。
【ジェット機】

▽ �と き　11 月 27 日 月・28
日火の日没～午後９時ごろ（予備日＝ 29
日水・30 日木・12 月１日金）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水・木・金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

芦屋町地震津波避難訓練
　芦屋町では、地震・津波の発生に備え、芦屋町地
震津波避難訓練を行います。
　この訓練は、防災情報の伝達確認、避難行動の
習得を目的として行われるもので、訓練当日は、
戸別受信機、防災行政無線と防災メールまもるく
んなどによる訓練情報の伝達を行います。
※実際の災害と間違えないよう、注意してください。

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

訓練情報の伝達
11月 18日土

・午前 9時 30分ごろ
・午前 9時 35分ごろ

・  戸別受信機の訓練放送
・  防災メールまもるくんの配信
・  防災行政無線の訓練放送

広報あしや　2023.11㉝

▷対象　町内の団体・企業、公共的団体など
▷注意　町が特定の個人、政党、宗教団体を支持し

ていると誤解が生じる場合や、雨天時の屋外では
使用できません。
▷�申し込み　ホームペ

ージにある借用申請
書を提出

▷�問い合わせ　広報情報係
　　　（☎２２３‐３５６９）

アッシー着ぐるみ無料貸し出し



みんなの 
ね・ん・き・ん

■１
い
1
い
月 3

みらい
0 日は「年金の日」です

　厚生労働省では「国民一人一人、『ねんきんネット』
などを活用しながら、高齢期の生活設計に思いを巡ら
す日」として 11 月 30 日（いいみらい）を「年金の日」
としています。この機会に、「ねんきんネット」で自身
の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活設計を考
えてみませんか。
　「ねんきんネット」を利用すると、パソコンやスマー
トフォンでいつでも自分の年金記録を確認できるほか、
自身の年金記録からさまざまな条件を設定したうえで、
年金見込額を試算することもできます。また、マイナポ
ータルと連携して、学生納付特例などの電子
申請や、確定申告で利用可能な控除証明書な
どの電子データを取得できます。詳しくは、
日本年金機構のホームページで確認するか、
ねんきんダイヤルに問い合わせてください。
また、役場住民課にもパンフレットを設置しています。

▽ �問い合わせ　ねんきん定期便・ねんきんネット専用番号
（☎０５７０‐０５８‐５５５）

お
め
で
と
う　

二
十
歳
の
祭
典

　

～
二
十
歳
の
つ
ど
い
～

▽�

と
き　
令
和
６
年
１
月
７
日
日
・
午

後
３
時
か
ら
式
典
（
２
時
15
分
か
ら

受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館　
大
ホ
ー
ル

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
平
成

15
年
４
月
２
日
～
16
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

※�

対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
っ
て
い

ま
す
。
同
封
の
は
が
き
で
出
欠
を
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
案
内
状
の
封
筒
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

※�

学
校
や
仕
事
の
都
合
で
町
外
に
住
ん

で
い
る
人
で
も
、
町
内
の
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
た

人
は
参
加
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
電
話
、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

お
知
ら
せ

消費者ホットニュース

＜事例１＞
　トイレの水の流れが悪くなった。ポスト
に入っていたマグネット式広告に無料点検
できると表示があり来てもらったが、次々
に工事が進められ、予想もしなかった高額
な費用（４０万円）を請求された。（70 歳
代 女性）
＜事例２＞
　トイレが詰まった。イン
ターネットで２４５０円か
ら工事ができると表示のあ
った事業者に来てもらった
ところ、薬剤をまいても改
善されず、便器を外した挙
句、新品のトイレに交換が

必要だと言われた。簡単な修理で済むと思
っていたが７０万円も支払った。（20 歳代 
女性）
＜アドバイス＞
■�事業者の訪問を依頼する前に、費用や作

業内容などの契約条件をよく確認しまし
ょう。

■�「行って見てみなければいくらかかるか
わからない」などと、一切目安
となる金額を教えてくれない事
業者に依頼することはやめまし
ょう。

■�町内の指定工事店に依頼しましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）

暮らしのレスキューサービスに関する悪質商法にご注意！

町ホームページ

町ホームページ

ホームページ

広報あしや　2023.11芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉞



芦
屋
東
公
民
館
講
座

「
小
筆
教
室
」　

　

小
筆
や
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
、
年
賀
は

が
き
や
祝
儀
袋
な
ど
の
表
書
き
を
学
び

ま
す
。

▽��

と
き　
11
月
18
日
土
・
午
後
１
時
～

3
時

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

講
師　
徳
山 

忍
さ
ん

▽��

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽����

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��

参
加
費　
無
料

▽���

持
っ
て
く
る
も
の　
小
筆
ま
た
は
筆

ペ
ン（
硯す
ず
りは
、公
民
館
で
準
備
し
ま
す
）

▽���

申
し
込
み　

11
月
１
日
水
～
14
日
火
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋

東
公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
９
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

心
に
響
く
モ
ン
ゴ
ル
の
風

　

モ
ン
ゴ
ル

の
民
族
楽
器

『
馬ば
と
う
き
ん

頭
琴
』
の

演
奏
と
、
自
然

や
文
化
の
紹
介

を
し
ま
す
。『
草
原
の
チ
ェ
ロ
』
と
も
呼

ば
れ
る
馬
頭
琴
の
力
強
く
も
優
し
い
音

色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
11
月
19
日
日
・
午
後
１
時
30

分
～
3
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
マ
ン
ダ
ル
ワ
さ
ん
（
馬
頭
琴

演
奏
家
）

▽
定
員　
80
人
（
事
前
申
し
込
み
優
先
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１
日
水
か
ら
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館（
☎

２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

山
鹿
公
民
館
講
座

「
し
め
縄
づ
く
り
」　

　

お
し
ゃ
れ
な
素
材
を
使

っ
た
新
し
い
感
覚
の
し
め

縄
を
作
り
、
新
鮮
な
お
正

月
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　
12
月
13
日
水
・
午
前
10
時
～

正
午

▽��

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

講
師　
坂
元
貴
子
さ
ん

▽��

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽����

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��

参
加
費　
２
０
０
０
円

※�

参
加
費
は
12
月
３
日
日
ま
で
に
山
鹿

公
民
館
へ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

12
月
６
日
水
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

返
金
で
き
な
い
の
で
、
材
料
ま
た
は

完
成
品
を
渡
し
ま
す
。

▽���

申
し
込
み　
11
月
１
日
水
～
30
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
山
鹿
公

民
館
（
☎
２
２
３
‐
１
８
９
２
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

文
化
祭
茶
会

　

秋
風
の
心
地
よ
い
季
節
に
、
文
化
祭

茶
会
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
３
日
金
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽�

と
こ
ろ
・
内
容　
芦
屋
釜
の
里
大
茶

室
（
薄
茶
席・裏
千
家
）、立り

ゅ
う
れ
い礼

席
（
煎

茶
席
・
小
笠
原
流
）

▽�

茶
券
代　
９
０
０
円
（
２
席
分
、
入

館
料
込
み
）

▽
主
催　
芦
屋
町
茶
道
協
会

❷�

秋し
ゅ
う
と
う燈
特
別
呈
茶

　

秋
の
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
抹
茶
を
一

服
い
か
が
で
す
か
。
夜
は
庭
園
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

▽��

と
き　
11
月
23
日
木
～
25
日
土
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
（
受

け
付
け
は
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て

前ま
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
高
校
生
以
上
７
０
０
円
（
入

館
料
と
お
茶
代
）、
中
学
生
以
下
５
０

０
円
（
お
茶
代
）

❹�

ク
リ
ス
マ
ス
茶
会

　

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
ク
リ
ス
マ

ス
茶
会
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▽��

と
き　
12
月
３
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
2
時
受
け
付
け

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
抹
茶
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
和
菓

子
に
よ
る
茶
会

▽�

参
加
費　
高
校
生
以
上
５
０
０
円（
入

館
料
と
お
茶
代
）、中
学
生
３
０
０
円
、

小
学
生
以
下
２
０
０
円
（
お
茶
代
）

❸
鋳
物
講
座
「
錫す
ず
の
古
印
作
り
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
錫
製
の

古
印
を
作
り
ま
す
（
桐き

り
ば
こ箱

付
き
）。

▽�

と
き　
12
月
10
日
日
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
（
小
学
４

年
生
ま
で
保
護
者
同
伴
）

▽��
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
高
校
生
以
上
１
３
０
０
円

（
入
館
料
込
み
）、
小
中
学
生
１
１
０

０
円

▽�

申
し
込
み　

11
月
26
日
日
～
12
月
３

日
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋

釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

【
共
通
項
目
】

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

※�

令
和
５
年
度
は
、
県
の
事
業
に
よ
り

小
中
学
生
は
入
館
料
無
料
で
す
。

広報あしや　2023.11㉟



11月は、児童虐待防止推進月間です

たたかれていい
子どもなんて、
いないんだよ。

■児童虐待とは

■虐待かもと思ったら へ連絡をお願いします
　〈児童相談所虐待対応ダイヤル〉
　全国共通・通話料無料・24時間受け付け
⃝�通告・相談は匿名で行うこともでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘密は守られます。
⃝�結果として虐待でなかったとしても、通告・相談をした人が責められることはありません。

�　
■子どもの権利
　�　子どもの権利条約は世界中のすべての子どもが、健やかに成長できるようにと、国際連合という会議でつく

られ、日本もこの条約を守ることを約束しています。この権利条約は、大きく分けて４つの子どもの権利を守
るように定めています。大人はみんな、これらの子どもの権利を守らなければなりません。

�　

■こども基本法
　�　こども基本法は、日本国憲法と子どもの権利条約の精神にのっとり、全ての子どもが、将来にわたって幸福

な生活を送ることができる社会の実現を目指し、子ども政策を総合的に推進することを目的とし、令和５年４
月に施行されました。日本で初めて子どもの権利を包括的に明記するなど、子どもの権利保障を進展させる上
で、極めて大きな意義を持つ法律です。

●身体的虐待
　�殴る、蹴る、たたく、激

しくゆさぶる、やけどを
負 わ せ る、
溺れさせる
など

●性的虐待
　�子どもへの性的行為、

性的行為を見せる、性
器を触るまたは触らせ
るなど

●ネグレクト
　�家に閉じ込める、食事

を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中
に放置する、重い病気
になっても
病院に連れ
て行かない
など

●心理的虐待
　�言 葉 に よ る 脅 し、 無

視、きょうだい間で差
別的扱い、子どもの目
の前で家族に対して暴
力をふる
う（ＤＶ）
など

　児童虐待に関する相談対応件数は依然
として増加しています。特に子どもの生
命が奪われるなど重大な事件も跡を絶た
ず、児童虐待問題は社会全体で解決すべ
き重要な課題となっています。
　こうした状況を踏まえ、11 月を児童
虐待防止推進月間と位置付けています。

◉子どもの生命にかかわるとき、緊急性が高いときは 110番へ

●生きる権利
　�食べ物や着る物に困ら

ず健康に育てられる、
命を守ってもらえる

●育つ権利
　�いっぱい遊んだり、

勉強したりして、自
分の力をのばす

●守られる権利
　�あらゆる暴力や、ひど

いことから守られる

●参加する権利
　�自分の意見や気持ち

を伝える、話を聞い
てもらえる

■子どもの皆さんへ
　�　たとえ親であっても、子どもの権利を侵害する行

為は許されません。ひとりで抱え込まずに、まずは
周りの信頼できる大人に相談しましょう。両親や先
生、友だちに相談しにくい、言いにくいと思うとき
は、子ども家庭総合支援拠点に相談してください。

　■大人の皆さんへ
　�　子育てのことで困っていることを、一緒に考えて

くれる人がいると解決できることもあります。少し
でも困っていることがあれば、子ども家庭総合支援
拠点に相談してください。

▷�子ども家庭総合支援拠点（子育て支援係）　☎２２３‐３５７７

㊱

☎ 電話番号＝【１
いちはやく

８９】
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ミ
シ
ン
と
洋
服

　
温
か
さ
と
思
い
出
と
①

　
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
の
新
聞
連
載

漫
画
に
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
家
計
の
足
し
に
と「
洋
裁
お
仕
立
て
致

し
ま
す
」の
看
板
を
だ
す
主
人
公
。
早
速

訪
ね
て
く
る
客
と
思
し
き
声
。調
子
よ
く

訪
問
客
に
対
し
「
大
繁
盛
で
…
」
と
伝
え

る
も
、客
は
「
税
務
署
の
も
の
で
…
」
と

冷
や
水
を
浴
び
せ
ら
れ
る
展
開
。

　
つ
ま
り
、税
務
署
が
訪
ね
て
く
る
く
ら

い
、洋
裁
は
仕
立
て
代
を
堂
々
と
請
求
で

き
る
技
能
で
あ
り
、女
性
の
社
会
進
出
の

枠
が
狭
か
っ
た
当
時
、家
計
に
大
き
く
寄

与
で
き
る
内
職
だ
っ
た
の
で
す
。

　
戦
前
の
１
９
２
０
、３
０
年
代
に
洋
服

を
着
て
い
た
女
性
は
ご
く
一
部
で
し
た

が
、
戦
中
に
は
、
国
民
服
や
標
準
服
と
呼

ば
れ
る
服
を
着
る
こ
と
が
政
府
か
ら
強

く
奨
励
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、実
際
に
女
性

の
目
線
で
普
及
し
た
の
は
モ
ン
ペ
で
、み

ん
な
自
前
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
戦
後
に
な
る
と
布
地
の
極
端

な
不
足
と
あ
い
ま
っ
て
、
欧
米
、
と
く
に

ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
日
本
に
入
っ
て
き

て
、
空
前
の
洋
裁
ブ
ー
ム
が
訪
れ
ま
す
。

　
当
時
は
、女
性
の
半
分
く
ら
い
は
洋
裁

を
や
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

ほ
ど
、洋
裁
学
校
が
次
々
に
で
き
て
大
人

気
と
な
り
ま
し
た
。容
易
に
仕
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
直
線
断
ち
か
ら
お
し
ゃ
れ

な
服
の
パ
タ
ー
ン
ま
で
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
、
人
気
記
事
と
な
り
、
や
が
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
巻
き
込
み
「
洋
裁
文
化
」
を

形
成
し
ま
し
た
。

　
「
洋
裁
文
化
と
は
、
洋
服
を
つ
く
る
こ

と
を
中
心
に
し
て
学
校
、
雑
誌
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
、
洋
裁

店
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
い
っ
た

様
々
な
事
象
か
ら
形
成
さ
れ
た
、大
衆
を

主
役
と
し
た
生
産
と
消
費
の
文
化
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
文
化
は
、１
９
４
０
年

代
の
後
半
か
ら
１
９
６
０
年
代
の
半
ば

に
か
け
て
、昭
和
で
い
え
ば
20
年
代
と
30

年
代
の
昭
和
中
期
に
か
け
て
形
成
さ
れ
、

消
滅
し
て
い
っ
た
」と
物
質
文
化
史
の
専

門
家
で
武
庫
川
女
子
大
学
井
上
准
教
授

は
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
、大
衆

の
日
常
着
が
和
装
か
ら
洋
装
へ
と
切
り

替
わ
っ
て
い
く
の
と
共
に
花
開
い
た「
洋

裁
文
化
」。
技
術
が
な
く
て
も
作
れ
る
服

か
ら
最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報
を
伝

え
る
雑
誌
の
歩
み
、ミ
シ
ン
の
普
及
と
洋

裁
学
校
の
隆
盛
、身
近
な
服
飾
の
変
遷
な

ど
か
ら
、近
年
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
下
地

と
な
っ
た
文
化
の
実
態
を
、身
近
な
歴
史

と
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

特
別
展
「
ミ
シ
ン
と
洋
服
（
温
か

さ
と
思
い
出
と
）」
開
催
告
知

▽�

と
き　
令
和
６
年
２
月
６
日
火

～
５
月
６
日
月

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
歴
史
の
里

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
三
十

▽

『
暮
ら
し
の
手
帖
』
の
洋
裁
関
連
紙
面
よ
り

▼
敬
老
会
の
漫
談
で
「
男
の
人
が
最

後
ま
で
覚
え
て
い
る
の
は
奥
さ
ん
の

名
前
。
女
の
人
は
へ
そ
く
り
の
隠
し

場
所
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
の
が
、と

て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
皆
さ
ん
は
、

自
分
が
人
生
の
最
後
に
覚
え
て
い
る

の
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
。
私
は
、

息
子
と
娘
の
名
前
だ
と
思
い
ま
す
。で

も
き
っ
と
頭
の
中
の
姿
は
小
さ
い
頃

の
ま
ま
で
、間
違
っ
て
孫
に
向
か
っ
て

呼
び
か
け
て
い
る
か
も
。ま
だ
下
の
子

が
1
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、今
の
最

高
に
可
愛
い
姿
を
少
し
で
も
多
く
記

憶
に
焼
き
つ
け
た
い
で
す
。�

（
野
中
）

▼【
広
報
あ
し
や
卒
業
】私
が
こ
の
編

集
後
記
を
書
く
最
後
の
時
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
と
う
と
う
卒
業
で
す（
良

い
言
い
方
）。
11
年
７
カ
月
と
い
う
時

間
を
広
報
あ
し
や
に
携
わ
ら
せ
て
も

ら
え
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
取
材
で
は
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
年
ご
と
に
成
長
し
て

い
く
子
ど
も
た
ち
や
変
わ
ら
ず
元
気

な
大
人
の
皆
さ
ん
に
、
い
つ
も
幸
せ

を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
に
か

く
書
き
尽
く
せ
な
い
青
春
の
思
い
出

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。寄よ

そ
も
ん

添
者
だ
っ
た
私

も
、
今
で
は
町
の
こ
と
を
た
く
さ
ん

知
り
、
大
好
き
に
な
っ
た
の
で
、
今

後
も
町
中
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す（
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。
そ
の
と
き
は

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。�

（
鍬く

わ
も
り守

）

編

集
後
記
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「イカ王国」筑前玄海イカフェア開催中！
イカグルメを味わい尽くそう！
　芦屋町、岡垣町、福津市、古賀市、
宗像市で構成する「筑前玄海エリア」で、

「イカ王国」筑前玄海イカフェアを開催
しています。
　今回のフェアでデビューした「筑前
玄海イカ三昧丼」など、ご当地イカグ
ルメを各地域で一斉販売。また、フェ
ア期間中に食事や買い物をしてスタン
プを集めると、特産品が当たるスタン
プラリーに参加できます。

▽ �開催期限　11 月 30 日木

▽ �ところ　芦屋町、岡垣町、福津市、古賀市、宗像市

▽ �内容　参画飲食店・宿泊施設など（30 店舗・事業所）が開発した
ご当地イカグルメを提供。期間中、提供店舗を巡るスタンプラリ
ーを開催

※店舗情報などの詳細は、町ホームページを見てください。
【芦屋町参加店舗】　⃝マリンテラスあしや（☎２２３‐１０８１）
　⃝かねやす芦屋店 展望レストラン（☎０１２０‐２０‐１５８５）
　⃝お魚直売所 とと市場　（☎２２３‐０５３５）

▽ �主催　筑前玄海地域観光推進協議会

▽ �問い合わせ　商工観光係（☎２２３‐３５４２）

イカ王国 筑前玄海イカフェア

応募
資格

応募
方法

応募
期間

主催 ： 筑前玄海地域観光推進協議会

筑前玄海エリアの
特産品が抽選で
25名様に当たる！

スタンプラリー開催！
フェア期間中、店舗でフェアオリジナルメニューの
お食事やお買い物をしてスタンプを集めると、
地元産品詰め合わせが当たる、スタンプラリーを開催します。
店舗利用の際にお店の人から専用台紙にスタンプを押してもらうだけ！
イカグルメを堪能しつつスタンプラリーにもご参加ください。

フェア参加施設でフェアオリジナルメニューのお食事や
お買い物をして、スタンプラリーに参加された方。
※応募は２店舗以上をご利用、かつ、古賀市、福津市、宗像市、岡垣町、芦屋町の中で違う市町での
　店舗利用が必要です。２ポイント以上獲得された方1名につき、１回応募が可能です。

専用の台紙にスタンプを集め、
切手を貼ってポストに投函してください。
※専用台紙はハガキサイズになっています。

2023年10月1日（日）～11月30日（木）
※当選発表：当選者の発表は商品の発送をもってかえさせて頂きます。
　商品の発送は、2023年12月中旬より順次行う予定です。
※エリア内のどの市町の特産品が当たるかは選べません。

イ
カ
王
国

Kingdom of Squid 
Chikuzen Genkai
Squid Fair

イ
カ
王
国

2023.10.1 ----- 11.30

│ 古賀市 │ 福津市 │ 宗像市 │ 岡垣町 │ 芦屋町 │

９月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人45
人154死亡

人10
人18

令和5年９月末日現在 令和4年９月末日現在
人　口
男　性6,374
女　性6,687
世帯数6,513

人
人 6,529

6,800
6,608 世帯

人
人

世帯

13,061 人 13,329 人

芦屋町イメージキャラクター
アッシーの新デザインを追加
　芦屋町イメージキャラクター「アッ
シー」のイラストに、新しく線画（モ
ノクロ）バージョンを 15 種類追加しま
した。アッシーをさまざまなシーンで
活用してください。

　キャラクター画像は無料で使えます
が、デザインの改変を行わないことや

「© 芦屋町」の表記をすることなどの注
意事項がありますので、ホームページ
やマニュアルをよく確認してください。
　データのダウンロード
や使用マニュアルは２次
元コードから確認してく
ださい。
※�営利目的で使用する場合は、使用許

可申請が必要です。
▷�問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐

３５６９）

気持ちいい～！日本一の爽快感！
日清食品カップ第 39 回全国小学生陸上競
技交流大会で優勝
　9 月 17 日、横浜市で開催された日
清食品カップ第 39 回全国小学生陸上
競技交流大会の小学５年男子 100m
に出場した、山鹿小学校５年生の岩
渕翔

と あ
愛さんが金メダルを獲得し、日

本一の栄誉に輝きました。
　岩渕さんは、１年生の時からサッカーや水泳、陸上などに興味
を持ってスポーツに励んでいました。３年生の時に「走ることが
好きだ」と認識し、陸上に的を絞り本格的にトレーニングをする
ことに。芦屋ジョギングクラブに所属し、当初は長距離を走って
いましたが、１年前に成長期特有の病気から足のかかとにひびが
入り、長距離走を医師から止められたことを機に短距離走へと種
目変更。短距離走の練習を本格的に始めたのは今年の春ごろで、
祇園崎運動広場（芦屋町）や本城陸上競技場（八幡西区）、平和台
陸上競技場（福岡市。アスランアスレチックアカデミー・未来陸
上クラブのコーチを受ける）で練習を行いました。芦屋ジョギン
グクラブ代表の井口 功さんは「もともと実力はあったものの、わ
ずかな期間で全国レベルの力を発揮することになった。スタート
がうまくいけば、日本記録も出せるだろう」と話していました。
　優勝杯を手にした岩渕さんは、「スタートが出遅れ、ヤバイと思
ったが、優勝すると思っていたので、２位を追い抜き走り切れた。
これからも記録を出していきたい」と話していました。


